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鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
・
・
・　 

こ
の
人 

源
頼
朝	

そ
の
一

　
鎌
倉
の
大
倉
郷
に
入
府
す
る
・
・
・

　

以も
ち

仁ひ
と

王お
う

の
令り
ょ

旨う
じ

を
受
け
た
頼
朝
が
、
配
所
の
伊
豆
か
ら
挙
兵
し
た
の
は
、
治
承
四
年
（
1
1
8
0
）
八

月
の
こ
と
で
あ
る
。
緒
戦
で
は
平
家
方
に
敗
れ
た
が
、
劇
的
な
再
起
行
を
経
て
、
十
月
、
父
義
朝
所
縁
の

鎌
倉
に
入
府
し
た
。
拠
点
を
大
倉
郷
に
定
め
、
大お
お

庭ば

景か
げ

義よ
し

を
担
当
者
と
し
て
新
し
い
館
が
建
設
さ
れ
た
。

　

当
初
は
父
の
屋
敷
が
所
在
し
た
亀
ヶ
谷
が
候
補
地
で
あ
っ
た
が
、
手
狭
な
こ
と
と
、
義
朝
の
菩
提
を
弔

う
寺
が
す
で
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
、
大
倉
の
地
が
選
ば
れ
た
。
こ
こ
は
、
鎌
倉
の
外
港
六
浦
を
結
ぶ

道
沿
い
の
地
で
あ
り
、
四
神
相
応
の
地
（
四
つ
の
方
角
を
司
る
四
神
に
相
応
し
い
地
相
を
も
つ
）
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。
大
倉
御
所
は
の
ち
に
幕
府
と
し
て
の
諸
機
能
を
加
え
、
武
家
政
権
の
拠
点
と
し

て
、
朝
廷
に
対
抗
す
る
力
を
を
得
た
。

　

頼
朝
の
邸
宅
は
寝
殿
造
り

　

東
・
西
・
南
・
北
に
門
が
あ
り
、
敷
地
内
の
寝
殿
（
正
殿
）
は
南
の
庭
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
一
般
的

な
貴
族
の
「
寝
殿
造
り
」
だ
っ
た
と
い
う
。
頼
朝
は
幼
少
時
に
は
京
都
に
在
っ
て
、宮
人
た
ち
と
親
し
か
っ
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た
こ
と
が
、
邸
宅
の
構
築
に
影
響
を
与
え
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
東
西
に
対た
い

屋の
や

（
別
棟
）
を
配
し
、
寝

殿
と
渡わ
た

殿ど
の

で
結
ば
れ
て
い
た
。

　

配
下
が
控
え
る
侍
所
は
、
十
八
間
（37.8m

）
も
あ
っ
て
、
貴
族
の
邸
宅
の
二
倍
も
の
大
き
さ
だ
っ
た
。

厩
は
十
五
間
（31.5m

）、
馬
三
十
頭
を
収
容
す
る
規
模
を
も
ち
、
そ
の
近
く
に
御
家
人
の
宿
館
が
立
ち

並
ん
で
い
た
。
御
所
内
に
は
御
寝
所
な
ど
の
私
的
な
ゾ
ー
ン
と
、
公
的
な
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
政
務
は
問
注

所
や
評
定
を
行
う
西
中
門
廊
、
内
厩
侍
上
な
ど
で
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。

　

完
成
し
た
新
邸
に
入
る
・
・
・

　

頼
朝
は
十
二
月
十
二
日
、
上か
ず

総さ

広ひ
ろ

常つ
ね

の
邸
を
出
て
、
完
成
し
た
新
亭
に

入
っ
た
。
多
く
の
武
士
が
従
い
、
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
。
出
仕
の
場
で
あ

る
侍
所
に
は
三
百
人
余
り
が
二
列
に
並
び
、
侍
所
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
和

田
義
盛
が
帳
簿
に
出
欠
を
記
録
し
た
。

　
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、「
東
国
の
人
々
は
、
頼
朝
が
歩
む
道
を
目
に
し
て
、

鎌
倉
の
主
と
し
て
推
戴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
鎌
倉
は
漁
民
や
農
民
の
み
が
住
む
辺
鄙
な
所
だ
っ
た
が
、
道
を
整
え

て
村
里
に
名
前
を
つ
け
、
家
屋
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

火
災
に
遭
っ
て
再
建
さ
れ
た
が
・
・
・

　

そ
の
後
、
建
久
二
年
（
1
1
9
1
）
三
月
、
ま
た
建
保
元
年
（
1
2
1
3
）
五
月
に
焼
失
、
同
一
敷
地
に

再
建
さ
れ
た
が
、
承
久
元
年
（
1
2
1
9
）
十
二
月
に
焼
失
し
て
後
は
再
建
さ
れ
ず
、
そ
の
後
執
権
北
条

義
時
の
邸
内
を
経
て
、
三
代
執
権
の
泰
時
は
、
若
宮
大
路
と
小
町
大
路
の
間
を
東
西
に
結
ぶ
宇
都
宮
辻
子

（
辻
子
は
小
道
の
こ
と
）（
1
2
2
5
〜
1
2
3
6
）
に
御
所
を
移
し
た
が
、さ
ら
に
若
宮
大
路
御
所
（
1
2
3
6

〜
1
3
3
3
）
へ
と
移
転
し
た
。

　　

御
所
の
所
在
地
は
い
ま
・
・
・

　

大
倉
御
所
の
跡
地
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
東
側
に
在
り
、
現
・
鎌
倉
市
雪
ノ
下
、
清
泉
小
学
校
周
辺
、
東

西
約270m

、
南
北
約200m

の
敷
地
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
近
年
、
武
家
の
古
都
・
鎌
倉
の
中
核
と

な
る
遺
跡
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

史
跡
「
法
華
堂
跡
」

　

清
泉
小
学
校
裏
山
（
大
倉
山
）
の
中
腹
、
か
つ
て
頼
朝
が
政
務
を
執
っ
た
幕
府
を
見
下
ろ
す
場
所
に
、

彼
の
墓
地
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
文
治
五
年
（
1
1
8
9
）、
聖
観
音
像
を
本
尊
と
し
て
頼
朝
が
建
立
し
た
持

仏
堂
（
の
ち
に
「
法
華
堂
」
と
呼
ば
れ
る
）
の
跡
地
で
、死
後
、頼
朝
は
、こ
こ
に
葬
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

絹
本
着
色
伝
源
頼
朝
像 

国
宝

京
都
市
右
京
区
高
雄
に
あ
る
高
野
山
真
言
宗

遺ゆ
い

迹せ
き

本
山
の
神じ
ん

護ご

寺
所
蔵
。『
神
護
寺
略
記
』

に
は
頼
朝
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
足
利
直
義

で
は
、
と
の
説
も
あ
る
。
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頼
朝
の
墓
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
一
帯
は
、「
法
華
堂
跡
」
と
し
て
国
の
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
。

　

頼
朝
の
墓
地
と
は
別
に
、
平
成
十
七
年
、
東
隣
り
の
山
の
中
腹
で
、
北
条
義
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

法
華
堂
跡
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
一
辺
が8.4

メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
の
建
物
だ
っ

た
よ
う
だ
。
義
時
の
法
華
堂
は
、
遺
言
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、『
吾
妻
鏡
』
に
は
、「
故
右
大
将
家
（
源
頼

朝
の
こ
と
）
法
華
堂
の
東
の
山
上
を
も
っ
て
墳
墓
と
な
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

御
所
の
跡
地
一
帯
は
開
発
が
続
く

　

鎌
倉
市
の
「
雪
ノ
下
」（
降
っ
た
雪
を
頼
朝
が
保
存
さ
せ
た
故
事
に
よ
る
）、「
二
階
堂
」
一
帯
は
、
頼
朝
が

社
寺
、
邸
宅
を
構
え
た
跡
地
と
し
て
、
由
緒
の
あ
る
地
域
で
あ
る
が
、
鎌
倉
幕
府
が
倒
れ
た
の
ち
に
畑
地

や
荒
れ
地
と
化
し
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
、
学
校
用
地
や
民
間
の
住
宅
地
に
変
貌
し
た
。

　

現
・
清
泉
小
学
校
々
地
は
・
・
・

　

大
正
時
代
（
八
年
か
？
）、
こ
の
辺
り
一
帯
の
土
地
を
取
得
し
た
人
、
神
田
兼
太
郎
は
、
江
東
区
亀
戸

に
在
っ
た
『
亀
戸
コ
ー
ク
ス
』
の
創
業
者
と
い
わ
れ
る
。
当
時
、現
・
清
泉
小
学
校
の
敷
地
（
大
蔵
幕
府
址
）

に
は
、
藁
葺
き
の
屋
敷
が
十
一
棟
あ
っ
た
が
、
財
政
難
で
困
っ
た
鎌
倉
市
の
市
長
が
、
神
田
氏
に
何
と
か

し
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
藁
葺
の
家
屋
を
保
存
す
る
こ
と
、
と
い
う
条
件
で
、
た
だ
同
然
の

価
格
で
畑
地
を
市
に
譲
っ
た
。
鎌
倉
市
は
そ
れ
を
清
泉
に
売
却
し
て
財
政
難
か
ら
脱
却
し
た
ら
し
い
。
そ

の
後
屋
敷
は
火
事
で
焼
失
し
て
校
地
に
な
っ
た
。

　
二
階
堂
「
元
治
苑
」
跡
地
の
開
発

　

清
泉
小
学
校
に
近
い
二
階
堂
に
も
、
神
田
氏
は
、
約2400

平
米
の
屋
敷
「
元
治
苑
」
を
所
有
し
て
い

た
。
百
年
以
上
を
経
た
古
民
家
と
日
本
庭
園
の
在
る
邸
宅
は
、
近
所
の
人
た
ち
か
ら
、「
神
田
屋
敷
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
、
こ
の
土
地
を
「
三
菱
地
所
」
が
取
得
し
、
庭
木
を
伐
採
、
民
家
を
取
壊
し
て
、
四
階

建
て
の
共
同
住
宅
の
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
計
画
を
事
前
に
知
っ
た
鎌
倉
市
当
局
は
環
境
の
維
持

を
説
得
し
た
が
、
そ
の
願
望
は
空
し
く
消
え
た
。

　

幕
府
跡
地
は
地
下
３
メ
ー
ト
ル
程
度
の
と
こ
ろ
に
埋
没
し
て
い
る
の
で
、
現
在
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
無
傷

で
残
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
保
存
す
る
た
め
に
、
古
都
保
存
法
四
条
「
歴
史
的
風
土
保

存
区
域
」
に
指
定
し
て
、
建
物
を
地
上
８
メ
ー
ト
ル
以
下
の
二
階
建
と
す
る
な
ど
の
緊
急
策
も
提
案
さ
れ

て
い
る
。

　

市
内
で
は
、
集
合
住
宅
の
建
設
計
画
に
対
し
て
、
地
域
の
市
民
も
挙
っ
て
反
対
し
て
い
る
が
、
成
り
行

き
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
。
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史
跡
「
永よ
う
福ふ
く
寺じ

跡
」
の
整
備

　

前
記
し
た
大
倉
御
所
址
地
の
西
方
、
北
寄
り
に
は
「
永
福
寺
」
の
跡
地
が
在
る
。
こ
の
寺
は
、
源
頼
朝

が
中
尊
寺
の
二
階
大
堂
、
大
長
寿
院
を
模
し
て
建
立
し
た
寺
院
で
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
勝
長
寿
院
と
な
ら
ん

で
当
時
の
鎌
倉
の
三
大
寺
社
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

二
階
建
て
だ
っ
た
こ
と
か
ら
二
階
堂
と
も
い
わ
れ
、
現
在
、
永
福
寺
跡
周
辺
が
「
二
階
堂
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
の
は
、
こ
の
建
物
に
由
来
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
八
年
（
1
9
8
3
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
調
査
で

翼
廊
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
国
の
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
階
堂
を
中
心
に
北
側
に
薬
師
堂
、
南
側
に
阿
弥
陀
堂
が
配

置
さ
れ
、
東
を
正
面
に
し
た
大
伽
藍
で
、
前
面
に
は
、
大
き
な

池
が
作
ら
れ
て
い
た
。

　

歴
史
公
園
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
に
、
大
掛
か
り
な
整

備
事
業
が
進
め
ら
れ
、
三
堂
（
二
階
堂
、
阿
弥
陀
堂
、
薬
師
堂
）

の
木
製
基
壇
の
復
元
と
三
堂
を
つ
な
ぐ
廊
下
（
複
廊
）
の
礎
石
を

設
置
す
る
工
事
が
終
わ
り
、
次
年
度
は
庭
園
を
復
元
す
る
予
定

と
い
う
。

　
永
福
寺
建
立
の
由
縁
は
・
・
・

　

源
頼
朝
は
文
治
五
年
（
1
1
8
5
）
九
月
の
奥
州
合
戦
を
契
機

に
、
源
義
経
・
藤
原
泰
衡
を
は
じ
め
と
す
る
数
万
の
怨
霊
を
し

ず
め
、
冥
福
を
祈
る
た
め
の
寺
院
の
建
立
を
発
願
し
、
そ
の
年

十
二
月
永
福
寺
の
建
立
に
着
手
し
た
。
建
立
に
は
畠
山
重
忠
ら
関
東
の
御
家
人
の
助
力
が
あ
っ
た
こ
と
が

『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
建
久
三
年
（
1
1
9
2
）
本
堂
が
完
成
し
、
落
慶
供
養
が
行
わ
れ
た
。
し

か
し
、
応
永
十
二
年
（
1
4
0
5
）
の
火
災
の
の
ち
廃
絶
し
た
。

　

姿
を
消
し
た
勝
し
ょ
う

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

院い
ん

　

源
頼
朝
が
相
模
国
鎌
倉
大
御
堂
ヶ
谷
（
現
神
奈
川
県
鎌
倉
市
雪
ノ
下
）
に
建
立
し
た
寺
院
で
、
阿
弥
陀
山

勝
長
寿
院
と
号
す
。
大お
お

御み

堂ど
う

、
南
み
な
み
の

御み

堂ど
う

と
も
い
い
、
当
時
は
鎌
倉
の
三
大
寺
社
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
沿
革
は
・
・
・

　

源
頼
朝
は
、
父
源
義
朝
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
寺
院
の
建
立
を
発
意
し
、
元
暦
元
年
（
1
1
8
4
）、

大
御
堂
ヶ
谷
の
地
に
定
め
、
十
一
月
廿
六
日
、
地じ

曳び
き

始
の
儀
（
家
屋
な
ど
を
建
築
す
る
た
め
の
地
な
ら
し
の

儀
式
）
を
行
な
っ
た
。
頼
朝
は
後
白
河
院
に
依
頼
し
て
義
朝
の
首
を
探
し
出
し
、
義
朝
と
そ
の
腹
心
鎌か
ま

田た

永
福
寺
の
Ｃ
Ｇ
画
像

制作：鎌倉市と湘南工科大学のＣＧ復元プロジェクト
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永よ
う
ふ
く
じ

福
寺
小
史

年
号

紀
元11891192 1190

７
月
19
日　

頼
朝
は
、
奥
州
藤
原
氏
と
戦
う
た
め
に
、
鎌
倉
を
出
発

12
月
９
日　

頼
朝
、
奥
州
平
泉
で
見
た
諸
堂
に
感
激
し
て
、
永
福
寺
の
建
立
を
決
意

２
月
15
日　

永
福
寺
を
建
て
る
場
所
を
決
め
る
た
め
、
頼
朝
は
大
倉
周
辺
を
探
索

1193
文
治
５
年

文
治
６
年

建
久
元
年

建
久
３
年

11941199

11
月
27
日　

阿
弥
陀
堂
完
成
、
導
師
は
前
権
僧
正
真
円

建
久
４
年

建
久
５
年

12
月
26
日　

新
造
薬
師
堂
完
成
。
導
師
は
前
権
僧
正
勝
賢

正
月
13
日　

頼
朝
、
53
歳
で
没
す
る

９
月
23
日　

頼
家
が
永
福
寺
で
蹴
鞠
を
行
な
う

建
久
10
年

正
治
元
年

1191～

１
月
21
日　

頼
朝
、
二
階
堂
建
設
現
場
で
土
工
事
を
見
る

８
月
27
日　

頼
朝
は
、
庭
造
り
の
専
門
家
、
静
玄
を
京
都
か
ら
招
い
て
庭
石
の
配
置
に
つ
い
て
相
談

９
月
11
日　

静
玄
、
庭
の
池
に
石
を
な
ら
べ
、
頼
朝
は
こ
れ
を
見
学

10
月
29
日　

二
階
堂
の
扉
と
仏
背
後
の
壁
画
が
完
成
（
奥
州
毛
越
寺
の
金
堂
の
壁
画
を
模
す
）

11
月
13
日　

頼
朝
、
庭
石
の
置
き
方
に
満
足
せ
ず
直
さ
せ
る

11
月
25
日　

二
階
堂
完
成
、
導
師
は
三
井
寺
の
公
顕

建
久
２
年
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永よ
う
ふ
く
じ

福
寺
小
史

年
号

紀
元120012141211121712291232

正
治
２
年

閏
２
月
29
日　

頼
家
、
僧
・
稚
児
等
と
釣
殿
で
遊
ぶ

４
月
29
日　

実
朝
、
泰
時
等
と
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
聞
く
た
め
に
訪
れ
る

建
暦
元
年

３
月
９
日　

実
朝
、
永
福
寺
で
桜
の
花
見

建
保
２
年

11
月
29
日　

頼
経
が
雪
見
、
釣
殿
で
和
歌
会
を
行
な
う

貞
永
元
年

３
月
15
日　

頼
経
、
花
見
を
す
る

10
月
26
日　

頼
経
、
蹴
鞠
を
見
る
。
和
歌
会
を
行
な
う

寛
喜
元
年

12
月
25
日　

実
朝
、
永
福
寺
僧
坊
で
終
夜
和
歌
会
を
行
な
う

建
保
５
年

1245125012471260
寛
元
３
年

10
月
12
日　

頼
経
、
如
法
経
を
永
福
寺
奥
山
に
納
め
る

６
月
５
日　

三
浦
の
乱
、
三
浦
光
村
、
永
福
寺
惣
門
の
内
側
に
陣
を
か
ま
え
る

宝
治
元
年

３
月
10
日　

頼
嗣
が
永
福
寺
で
花
見

建
長
２
年

２
月
18
日　

宗
尊
親
王
、
桜
の
花
を
見
る

文
応
元
年
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永よ
う
ふ
く
じ

福
寺
小
史

年
号

紀
元12801310

「
北
条
九
代
記
」「
見
聞
私
記
」

１
月
６
日　

浜
辺
あ
た
り
で
上
っ
た
火
の
手
で
二
階
堂
、
大
門
、
鐘
楼
す
べ
て
が
焼
け
落
ち
る

延
慶
３
年

10
月
28
日　

鎌
倉
大
火
で
、
二
階
堂
も
焼
失

弘
安
３
年

13331405
元
弘
３
年

「
梅
松
論
」

５
月　

北
条
一
族
滅
亡
後
、
千
寿
王
（
後
の
足
利
義
詮
）
が
別
当
坊
に
滞
在

12
月
17
日　

永
福
寺
炎
上

応
永
12
年

政ま
さ

清き
よ

の
首
は
、
勅
使
と
な
っ
た
大お
お

江え
の

公き
み

朝と
も

に
よ
っ
て
鎌
倉
に
届
け
ら
れ
た
。

　

文
治
元
年
（
1
1
8
5
）
九
月
三
日
、
義
朝
の
遺
骨
と
政
清
の
首
は
南
御
堂
の
地
に
埋
葬
さ
れ
、
頼
朝

の
他
は
、
平
賀
義
信
と
そ
の
子
息
惟こ
れ

義よ
し

、
源
頼よ
り

隆た
か

ら
平
治
の
乱
の
関
係
者
の
み
が
立
ち
会
い
を
許
さ
れ
た
。

　

十
月
二
十
四
日
、
堂
舎
が
完
成
し
て
、
盛
大
な
落
慶
供
養
が
行
な
わ
れ
た
。
源
氏
の
菩
提
寺
の
性
格
が

濃
く
、
三
代
将
軍
源
実
朝
は
暗
殺
さ
れ
た
の
ち
、
勝
長
寿
院
の
傍
ら
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
康
元
元
年
（
1
2
5
6
）
十
二
月
に
火
災
で
伽
藍
が
焼
失
し
た
が
、
正
嘉
二
年
（
1
2
5
8
）、

北
条
時
頼
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
永
仁
三
年
（
1
2
9
5
）
に
も
焼
け
た
が
、
正
中
二
年

（
1
3
2
5
）、
同
じ
く
焼
失
し
た
建
長
寺
と
と
も
に
再
建
費
用
を
得
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
、
元
と
の
交
易

を
行
な
う
寺
社
造
営
料
唐
船
（
建
長
寺
船
）
が
派
遣
さ
れ
た
。

　

勝
長
寿
院
は
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
鎌
倉
を
治
め
た
足
利
氏
の
鎌
倉
公
方
に
よ
て
尊
重
さ
れ
た
。
し
か

し
、
足
利
成
氏
（
古
河
公
方
初
代
）
が
享
徳
四
年
（
1
4
5
5
）
に
鎌
倉
か
ら
下
総
国
古
河
に
移
り
、
同
寺

の
門
主
で
あ
っ
た
成せ
い

潤じ
ゅ
ん（

成
氏
の
兄
弟
）
も
、
反
成
氏
勢
力
に
擁
さ
れ
、
日
光
山
で
挙
兵
す
る
と
、
同
寺

は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
荒
廃
し
た
。
現
在
、
そ
の
跡
地
は
市
街
化
さ
れ
、
当
時
を
偲
ぶ
術
は
全
く
無
く

な
っ
た
。
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威
容
を
誇
る
鶴つ
る

岡が
お
か
八は
ち
幡ま
ん
宮ぐ
う
は
・
・
・

　

河
内
源
氏
（
河
内
国
、
現
・
大
阪
府
羽
曳
野
市
を
本
拠
地
と

す
る
）
の
二
代
目
源
頼
義
が
、
前
九
年
の
役
で
の
戦
勝
を
祈

願
し
た
、
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
（
あ
る
い
は
河

内
源
氏
氏
神
の
壺
井
八
幡
宮
）
を
、
康
平
六
年
（
1
0
6
3
）

八
月
、
鎌
倉
の
由
比
郷
鶴
岡
（
現
・
材
木
座
1
丁
目
）
に
「
鶴

岡
若
宮
」
と
し
て
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　

永
保
元
年
（
1
0
8
1
）
二
月
に
は
、
河
内
源
氏
三
代
目

の
源
義
家
（
八
幡
太
郎
義
家
）
が
修
復
を
加
え
た
。
治
承
四

年
（
1
1
8
0
）
十
月
、
平
家
打
倒
の
兵
を
挙
げ
、
鎌
倉
に

入
っ
た
河
内
源
氏
後
裔
の
源
頼
朝
は
、
同
月
十
二
日
に
、
現

在
の
地
で
あ
る
小
林
郷
北
山
に
遷
し
、
以
後
社
殿
を
中
心
に

し
て
、
幕
府
の
中
枢
と
な
る
施
設
を
整
備
し
た
。

　

建
久
二
年
（
1
1
9
1
）、
社
殿
の
焼
失
を
機
に
、
上
宮

と
下
宮
の
体
制
と
し
、
改
め
て
石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
を
勧

鎌
倉
市
内
地
図

請
し
た
。
武
家
源
氏
、
鎌
倉
武
士
の
守
護
神
、
初
代
将
軍
源
頼
朝
所
縁
の
神
社
と
し
て
武
家
の
崇
敬
を
集

め
て
き
た
。

　

鎌
倉
幕
府
が
衰
退
し
た
後
は
、僧
坊
の
数
も
減
少
し
た
が
、戦
国
時
代
、里
見
氏
に
よ
り
焼
き
討
ち
（
鶴

岡
八
幡
宮
の
戦
い
）
に
遇
っ
た
の
ち
、
北
条
氏
綱
が
再
建
を
果
た
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
江
戸
幕
府
の

庇
護
を
受
け
て
規
模
が
大
き
く
な
り
、
仁
王
門
、
護
摩
堂
、
輪
蔵
、
神
楽
殿
、
愛
染
堂
、
六
角
堂
、
観
音
堂
、

法
華
堂
、
弁
天
堂
等
が
建
築
さ
れ
、
徳
川
家
光
の
治
世
に
、
薬
師
堂
、
鐘
楼
、
楼
門
な
ど
も
建
て
ら
れ
た
。

　

参
道
の
若
宮
大
路

　

鶴
岡
八
幡
宮
の
参
道
は
若
宮
大
路
（
一
部
を
除
い
て
国
指
定
史
跡
）
と
呼
ば
れ
、
由
比
ヶ
浜
か
ら
八
幡
宮

ま
で
鎌
倉
の
中
心
を
ほ
ぼ
南
北
に
貫
い
て
い
る
。
京
の
朱
雀
大
路
を
模
し
て
源
頼
朝
が
自
ら
も
加
わ
っ
て

築
い
た
と
い
う
。
二
の
鳥
居
か
ら
は
段だ
ん

葛か
ず
ら（

鎌
倉
時
代
に
は
作
道
と
い
わ
れ
た
）
と
呼
ば
れ
る
車
道
よ
り
一

段
高
い
歩
道
が
あ
り
、
そ
こ
を
抜
け
る
と
三
の
鳥
居
が
あ
っ
て
境
内
へ
と
到
る
。

　

扇
お
う
ぎ

ヶが

谷や
つ

の
寿じ
ゅ

福ふ
く

寺じ

は
・
・
・

　

J
R
横
須
賀
線
の
鎌
倉
駅
か
ら
北
鎌
倉
駅
間
の
線
路
沿
い
、
西
側
の
山
際
一
帯
の
地
名
は
扇
お
う
ぎ

ヶが

谷や
つ

、
こ

こ
に
鎌
倉
五
山
第
三
位
の
寺
院
、
寿じ
ゅ

福ふ
く

寺じ

が
あ
る
。
源
頼
朝
が
没
し
た
翌
年
の
正
治
二
年
（
1
2
0
0
）、
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妻
の
北
条
政
子
が
、
栄
西
を
開
山
に
招
い
て
創
建
し
た
。
境
内
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
辺
り
は
、
奥
州
に
向
か
う
源
頼
義
が
勝
利
を
祈
願
し
た
と
い
わ
れ
る
源
氏
山
を
背
に
し
て
、
亀
ヶ

谷
と
呼
ば
れ
る
源
氏
家
父
祖
伝
来
の
地
で
あ
り
、
頼
朝
の
父
・
源
義
朝
の
旧
邸
も
こ
の
地
に
あ
っ
た
。
治

承
4
年
（
1
1
8
0
）
鎌
倉
入
り
し
た
頼
朝
は
、
こ
こ
に
館
（
幕
府
）
を
構
え
よ
う
と
し
た
が
、
す
で
に

岡
崎
義
実
が
堂
宇
を
建
て
義
朝
の
菩
提
を
弔
っ
て
い
た
こ
と
や
、
土
地
が
狭
か
っ
た
た
め
、
当
初
の
計
画

を
変
更
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　
荏え

柄が
ら

天
神
社
の
社
殿
を
造
営

　

縁
起
に
よ
れ
ば
、
長
治
元
年
（
１
１
０
４
）、
雷
雨
と
と
も
に
黒
い
束
帯
姿
の
天
神
画
像
が
天
降
り
、

神
験
を
恐
れ
た
里
人
等
が
社
殿
を
建
て
て
そ
の
画
像
を
納
め
祀
っ
た
と
い
う
。
治
承
四
年
（
１
１
８
０
）、

大
蔵
の
地
に
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
公
は
当
社
を
鬼
門
の
守
護
神
と
仰
ぎ
、
更
め
て
社
殿
を
造
立
し
た
。

さ
ら
に
徳
川
家
康
が
豊
臣
秀
吉
の
命
で
社
殿
の
造
営
を
行
な
っ
た
。　

　
頼
朝
の
生
立
ち
を
巡
っ
て
・
・
・

　

源
頼
朝
の
祖
先
は
、
清
和
源
氏
の
一
流
派
と
な
る
河
内
源
氏
で
、
武
勇
伝
で
語
ら
れ
る
八
幡
太
郎
義
家

の
子
孫
に
な
る
。
河
内
源
氏
の
棟
梁
は
、
義
家
か
ら
義
忠
、
為
義
、
義
朝
へ
、
そ
し
て
頼
朝
へ
と
繋
が
る
。

　
父
義
朝
は
都
か
ら
東
国
に
下
向

　

三
浦
義
明
・
大
庭
景
義
ら
、
東
国
の
有
力
な
在
地
の
豪
族
を
傘
下
に

収
め
て
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
都
に
戻
っ
た
義
朝
は
、
東
国
の
武
士
団
を

率
い
、
保
元
の
乱
で
戦
功
を
挙
げ
る
が
、
三
年
後
の
平
治
の
乱
で
敗
北

し
、
勢
力
挽
回
を
図
る
べ
く
東
海
道
を
下
る
が
、
道
中
で
馬
も
失
い
、

裸
足
で
尾
張
国
野
間
（
現
愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
）
に
辿
り
着
き
、
家
臣

で
乳
兄
弟
の
鎌
田
政
清
の
舅
で
、
年
来
の
家
人
で
あ
っ
た
長
田
忠
致
と

そ
の
子
・
景
致
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
。
し
か
し
恩
賞
目
当
て
の
長
田

父
子
に
裏
切
ら
れ
、
入
浴
中
に
襲
撃
を
受
け
て
殺
害
さ
れ
た
（『
平
治
物

語
』）。
享
年
三
十
八
才
。
京
を
脱
出
し
て
三
日
後
の
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

頼
朝
は
義
朝
の
三
男
だ
っ
た

　

父
親
の
義
朝
は
、
東
国
と
都
を
し
ば
し
ば
往
復
し
、
そ
の
間
に
儲
け
た
子
ど
も
は
、
長
男
義
平
を
は
じ

『平治物語絵巻』より 右の子供は頼朝

平
治
の
乱
で
敗
走
す
る
義
朝
一
行
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め
と
し
て
、
異
母
兄
弟
は
十
人
に
の
ぼ
る
。
三
番
目
の
頼
朝
の
母
親
は
、
熱
田
神
宮
大
宮
司
藤
原
季
範
の

娘
の
由
良
御
前
で
あ
る
。
当
時
の
熱
田
大
宮
司
家
は
、
男
子
は
後
白
河
院
の
北
面
武
士
と
な
る
も
の
が
多

く
、女
子
に
は
後
白
河
院
母
の
待
賢
門
院
や
姉
の
統
子
内
親
王（
上
西
門
院
）に
仕
え
る
女
房
が
い
る
の
で
、

由
良
御
前
自
身
も
、
上
西
門
院
の
女
房
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

義
朝
の
正
室
由
良
御
前
は
・
・
・

　

久
安
年
間
の
頃
に
結
婚
し
た
と
推
測
さ
れ
、
義
朝
と
の
間
に
頼
朝
、
希
義
、
坊
門
姫
の
三
子
を
も
う
け

た
。
な
お
義
門
も
彼
女
が
所し
ょ

生せ
い

で
は
な
い
か
と
の
説
が
あ
る
。

　

頼
朝
は
、
久
安
三
年
四
月
八
日
（
1
1
4
7
年
５
月
９
日
）、
尾
張
国
熱
田
（
現
在
の
名
古
屋
市
熱
田
区
）

に
生
ま
れ
、
正
室
の
長
男
だ
っ
た
頼
朝
は
、
嫡
男
と
し
て
育
て
ら
れ
た
よ
う
だ
。
義
朝
が
保
元
の
乱
で
勝

利
を
収
め
た
こ
ろ
で
あ
る
が
、
頼
朝
は
幼
く
し
て
宮
仕
え
に
よ
っ
て
、
官
職
を
与
え
ら
れ
た
。

　
頼
朝
は
殿
上
人
と
し
て
・
・
・

　

保
元
三
年
（
1
1
5
8
）、
後
白
河
天
皇
の
准
母
と
し
て
皇
后
宮
と
な
っ
た
統
子
内
親
王
に
仕
え
て
皇

后
宮
権
少
進
、
つ
い
で
保
元
四
年
一
月
に
右
近
衛
将
監
、
二
月
に
は
統
子
内
親
王
が
院
号
宣
下
を
受
け
て

女
院
上
西
門
院
と
な
る
と
、
頼
朝
は
上
西
門
院
蔵
人
に
補
さ
れ
た
。
前
記
し
た
よ
う
に
、
母
親
の
縁
故
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
由
良
御
前
は
、
保
元
四
年
三
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

殿
上
始
が
行
わ
れ
た
際
に
は
徳
大
寺
実
定
、
平
清
盛
と
い
っ
た
殿
上
人
が
集
う
中
で
、
頼
朝
は
、
坊
門

信
隆
、
吉
田
経
房
ら
と
と
も
に
献
盃
役
を
つ
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
六
月
に
は
二
条
天
皇
の
蔵
人
に

補
任
さ
れ
た
。

　

兄
の
朝
長
は
、
頼
朝
よ
り
先
に
任
官
し
て
従
五
位
下
の
位
階
を
得
て
い
た
（
内
大
臣
を
務
め
た
公
卿
、

中
山
忠
親
の
日
記
、『
山
槐
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
）
が
、
頼
朝
の
昇
進
は
よ
り
早
い
こ
と
か
ら
、
母
親
の
家

柄
が
群
を
抜
い
て
高
い
頼
朝
が
、
義
朝
の
後
継
者
と
し
て
待
遇
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

因
み
に
熱
田
神
宮
は
、
景
行
天
皇
四
十
三
年
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
三
種
の
神
器
の
一
つ
・
草く
さ

薙な
ぎ
の

神み
つ

剣る
ぎ

を
神
体
と
す
る
由
緒
の
あ
る
神
社
で
あ
る
。

　

坊
門
姫
の
母
親
は
由
良
御
前
・
・
・

　

頼
朝
の
姉
か
、
妹
か
、
論
議
は
さ
れ
て
い
る
が
、
確
か
な
答
え
は
な
い
。
坊ぼ
う

門も
ん

姫ひ
め

（
久
寿
元
年
∧

1
1
5
4
∨
ま
た
は
久
安
元
年
∧
1
1
4
5
∨
〜
建
久
元
年
∧
1
1
9
0
∨
四
月
廿
日
∧
新
暦
で
は
五
月
廿
五
日

∨
）
は
、『
平
治
物
語
』
で
坊
門
の
姫
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
名
は
不
明
だ
が
、
母
は
正
室
の
由
良
御
前

で
あ
る
。
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義
朝
は
平
治
の
乱
で
討
た
れ
、
同
母
兄
弟
の
頼
朝
・
希
義
が
流
罪
と
な
っ
た
の
ち
、
坊
門
姫
は
義
朝
に

仕
え
た
武
将
、
後
藤
実さ
ね

基も
と

に
預
け
ら
れ
、
都
で
密
か
に
匿
わ
れ
て
育
て
ら
れ
た
と
い
う
（『
平
治
物
語
』）。

　

の
ち
に
貴
族
の
一
条
能
保
の
妻
と
な
り
、
仁
安
二
年
（
1
1
6
7
）
に
は
九
条
良
経
室
を
、
安
元
二
年

（
1
1
7
6
）
に
嫡
男
高た
か

能よ
し

を
生
ん
だ
。
こ
の
縁
戚
関
係
は
、
東
国
の
主
に
な
っ
た
頼
朝
に
と
っ
て
重
要

な
都
と
の
接
点
と
な
り
、
能
保
は
都
に
お
け
る
鎌
倉
政
権
の
出
先
機
関
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。
文
治
二
年

（
1
1
8
6
）
二
月
、
頼
朝
は
坊
門
姫
を
後
鳥
羽
天
皇
の
乳
母
に
推
挙
し
て
い
る
。
ま
た
、
頼
朝
は
坊
門

姫
に
い
く
つ
か
の
地
頭
職
を
与
え
た
。

　

坊
門
姫
の
血
筋
が
四
代
将
軍
と
な
る

　

建
久
元
年
、
坊
門
姫
は
難
産
で
死
去
、
享
年
四
十
六
（
も
し
く
は
三
十
六
）

だ
っ
た
。
頼
朝
が
深
く
悲
し
ん
だ
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
追
善
法
要
が
鎌
倉

の
勝
長
寿
院
に
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

坊
門
姫
の
死
後
、
そ
の
娘
が
九
条
良
経
に
嫁
い
て
九
条
道
家
と
順
徳
天

皇
中
宮
立
子
を
産
み
、
も
う
一
人
の
娘
が
西
園
寺
公
経
に
嫁
い
て
西
園
寺

実
氏
と
倫
子
を
産
む
。
坊
門
姫
の
孫
に
当
た
る
九
条
道
家
と
倫
子
が
結
婚

平治の乱で坊門姫を匿う後藤実基。
『前賢故実』より。画：菊池容斎

し
、
そ
の
子
供
た
ち
が
五
摂
家
の
う
ち
九
条
、
一
条
、
二
条
家
を
興
す
。
ま
た
、
道
家
と
倫
子
の
間
に
生

ま
れ
た
子
の
中
に
藤
原
頼よ
り

経つ
ね

が
い
る
。

　

頼
朝
の
死
後
、鎌
倉
幕
府
で
源
氏
の
将
軍
が
断
絶
す
る
と
、頼
朝
の
姉
妹
と
な
る
坊
門
姫
の
血
筋
で
あ
っ

た
の
で
、
曾
孫
の
藤
原
頼
経
が
四
代
将
軍
に
迎
え
ら
れ
た
。

　
他
に
も
女
子
が
・
・
・

　

江
口
腹
娘
、
夜
叉
御
前
と
い
う
二
人
の
娘
が
、
義
朝
の
子
と
し
て
『
平
治
物
語
』
の
後
出
本
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、『
平
治
物
語
』
そ
の
他
に
は
登
場
し
な
い
。
夜
叉
御
前
は
久
安
六
年
（
１
１
５
０
）
生
ま
れ
、

母
は
美
濃
青お
お

墓は
か

（
現
・
岐
阜
県
大
垣
市
青
墓
）
の
長
者
大お
お

炊い
の

兼か
ね

遠と
お

の
娘
延
寿
だ
っ
た
、
と
い
う
説
も
あ
る
。

∧
平
治
の
乱
に
敗
れ
た
父
が
東
国
に
の
が
れ
る
途
中
、
長お
さ
だ田

忠た
だ
む
ね致

に
謀
殺
さ
れ
、
兄
頼
朝
も
平
氏
に
捕
ら
え
ら
れ
た
の
を
な
げ
き
、
永
え
い
り
ゃ
く暦

元
年
２
月
杭
瀬
川
に
身
を
な
げ
て
死
ん
だ
。
1
1
歳
。
１
１
５
０
～
１
１
６
０
∨

　
長
男
の
義
平
、
次
男
・
朝
長
は
・
・
・

　

義よ
し

平ひ
ら

の
母
は
、相
模
国
三
浦
郡
衣
笠
城
の
武
将
、三
浦
義
明
の
娘
と
い
わ
れ
て
い
る（
た
だ
し
、京
都
郊
外
、

橋
本
の
遊
女
と
の
説
も
あ
り
）。
久
寿
二
年
（
1
1
5
5
）、
父
・
義
朝
が
叔
父
・
源
義よ
し

賢か
た

（
義
朝
の
異
母
弟
、
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木
曾
義
仲
の
父
）
と
対
立
し
た
と
き
、
義
賢
の
居
館
で
あ
っ
た
武
蔵
国
比
企
郡
の
大
蔵
館
を
急
襲
、
義
賢

や
義
賢
の
舅
し
ゅ
う
と・
秩
父
重
隆
を
討
ち
と
っ
て
武
名
を
轟
か
せ
た
。
こ
の
戦
い
は
秩
父
一
族
内
部
の
家
督
争
い

に
端
を
発
し
、
源
氏
内
部
の
争
い
が
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
大
蔵
合
戦
以
降
、
義
平
は
「
鎌
倉
悪
源
太
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
「
悪
」
は
善

悪
の
悪
で
は
な
く
、「
強
い
」「
猛
々
し
い
」
こ
と
を
指
し
、「
鎌
倉
の
剛
勇
な
源
氏
の
長
男
」
と
い
う
意

味
の
よ
う
だ
。

　

平
治
元
年
（
1
1
5
9
）、
平
治
の
乱
に
際
し
て
上
洛
、
父
に
従
っ
て
勇
戦
し
た
が
六
波
羅
の
戦
で
敗

退
し
、
東
国
に
逃
れ
た
。
翌
年
一
月
、
父
の
死
を
聞
き
、
上
洛
し
て
平
清
盛
を
討
と
う
と
し
た
が
、
平
氏

家
人
難
波
経
房
に
捕
ら
え
ら
れ
、
六
条
河
原
で
斬
ら
れ
た
。

　

相
模
の
武
将
で
波
多
野
荘
（
現
・
神
奈
川
県
秦
野
市
）
を
所
領
と
す
る
波
多
野
義
通
の
妹
が
側
室
と
な
っ

て
、
義
朝
の
次
男
、
朝と
も

長な
が

が
産
ま
れ
る
。
相
模
国
松
田
郷
を
領
し
て
松ま
つ

田だ
の

冠か

者じ
ゃ

と
号
し
、
ま
た
松
田
殿
と

も
呼
ば
れ
た
。
父
や
兄
弟
と
と
も
に
平
治
の
乱
で
平
清
盛
と
戦
う
が
敗
れ
、
父
や
兄
弟
と
と
も
に
東
国
へ

落
ち
る
途
中
、
落
ち
武
者
狩
り
に
遭
っ
て
負
傷
、
傷
が
悪
化
し
て
死
亡
し
た
。

　
頼
朝
の
異
母
兄
弟
の
四
、五
男
は
・
・
・

　

四
男
の
義よ
し

門か
ど

は
、
生
没
年
、
母
親
も
、
事
蹟
も
不
詳
、
五
男
、
希ま
れ

義よ
し

は
、
頼
朝
の
同
母
弟
で
、
生
誕

は
仁
平
二
年
（
1
1
5
2
）、
兄
頼
朝
が
伊
豆
に
配
流
に
な
っ
た
日
と
同
日
の
永
暦
元
年
（
1
1
6
0
）
三

月
十
一
日
、
土
佐
国
介
良
荘
（
現 

高
知
県
高
知
市
介
良
）
に
流
罪
と
な
り
、
以
降
「
土
佐
冠
者
」
と
号
し

て
、
流
刑
地
に
て
成
人
し
た
。
し
か
し
平
家
に
捕
え
ら
れ
、
治
承
四
年
（
1
1
8
0
）（
ま
た
は
寿
永
元
年

∧
1
1
8
2
∨
と
も
）
に
死
亡
、
同
母
兄
で
あ
る
頼
朝
は
そ
の
死
を
い
た
く
悲
し
ん
だ
と
い
う
。

　
吉
見
御
所
と
い
わ
れ
た
・
・
・

　

六
男
の
範の
り

頼よ
り

は
遠
江
国
蒲か
ば
の

御み
く

厨り
や

（
現
・
浜
松
市
）
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、

蒲か
ば

冠の
か

者じ
ゃ

、
蒲か
ば

殿ど
の

と
も
呼
ば
れ
る
。
母
親
は
、
遠
江
国
池
田
宿
の
遊
女
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　

公
家
の
藤
原
範の
り

季す
え

に
養
育
さ
れ
、そ
の
一
字
を
取
っ
て
「
範
頼
」
と
名
乗
っ

た
と
い
う
。
官
位
の
高
い
公
家
の
藤
原
氏
と
の
繋
が
り
は
、
源
頼
朝
の
乳
母

を
務
め
た
比
企
尼
を
通
し
て
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
彼
女
の
長
女
・

丹
後
内
侍
は
宮
中
で
女
房
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
後
、
頼
朝
の
側
近
・
安
達

源範頼像（横浜市金沢区太寧寺蔵
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盛
長
に
嫁
い
た
。
そ
の
娘
は
範
頼
の
妻
と
な
っ
て
、
二
人
の
子
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

治
承
・
寿
永
の
乱
で
、
範
頼
は
、
頼
朝
の
代
官
と
し
て
大
軍
を
率
い
、
源
義
仲
と
平
氏
の
追
討
に
赴
い

た
。
異
母
弟
の
源
義
経
と
共
に
、
彼
ら
を
討
ち
滅
ぼ
し
て
大
任
を
果
た
し
、
そ
の
後
も
源
氏
一
門
と
し
て
、

幕
府
で
も
重
き
を
な
し
た
。

　

武
蔵
国
横
見
郡
吉
見
（
現
・
埼
玉
県
比
企
郡
吉
見
町
）
の
あ
た
り
を
領
し
て
吉
見
御
所
と
尊
称
さ
れ
た
。

常
に
頼
朝
に
従
順
、
異
心
な
き
を
誓
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
建
久
四
年
、
頼
朝
に
疑
い
を
も
た
れ
た
範

頼
は
、
伊
豆
国
に
流
さ
れ
、
修
善
寺
に
幽
閉
さ
れ
て
、
誅
殺
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
修
善
寺
に
墓

所
が
在
る
。

　

常
盤
御
前
を
母
親
と
し
て
・
・
・

　

阿あ

野の

全ぜ
ん

成じ
ょ
う（

ぜ
ん
せ
い
、
と
も
）
は
、
源
義
朝
の
七
男
、
側
室
の
常
盤
御
前
の
長
男
。
幼
名
今
若
。
平

治
の
乱
で
義
朝
が
敗
れ
た
七
才
の
時
、
母
・
兄
弟
と
共
に
吉
野
山
で
捕
縛
さ
れ
、
醍
醐
寺
に
入
っ
て
出
家
、

成
長
す
る
に
従
っ
て
源
氏
の
子
ら
し
く
勇
猛
と
な
り
、
そ
の
荒
法
師
ぶ
り
か
ら
醍
醐
の
悪
禅
師
と
も
呼
ば

れ
た
と
伝
わ
る
。

　

治
承
四
年
、
頼
朝
の
挙
兵
を
聞
い
た
の
で
、
こ
れ
に
呼
応
す
べ
く
京
都
を
抜
け
出
し
て
東
国
に
下
っ
た
。

こ
の
時
は
頼
朝
が
石
橋
山
合
戦
に
敗
れ
た
直
後
だ
っ
た
た
め
、相
模
国
渋
谷
荘
の
佐
々
木
秀
義
に
匿
わ
れ
、

十
月
一
日
に
下
総
鷺
沼
（
現
在
の
習
志
野
市
）
で
、
相
模
に
向
う
頼
朝
の
軍
勢
に
合
流
し
た
。

　

同
年
十
一
月
に
は
武
蔵
国
の
長
尾
寺
（
威
光
寺
）
を
与
え
ら
れ
て
住
持
し
た
。
さ
ら
に
駿
河
国
駿
東
郡

阿
野
荘
（
静
岡
県
沼
津
市
西
部
）
を
領
し
た
の
で
、
そ
の
地
名
を
苗
字
と
し
て
阿
野
全
成
と
称
え
た
。

　

北
条
時
政
の
娘
、
阿
波
局
を
娶
り
、
こ
れ
が
千
幡
（
の
ち
の
実
朝
）
の
乳
母
に
な
っ
た
の
で
、
頼
朝
の

没
後
は
、
千
幡
の
擁
立
を
は
か
る
北
条
氏
と
二
代
将
軍
頼
家
と
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
建
仁
三
年
（
1
2
0
3
）
五
月
、
頼
家
に
対
す
る
謀
反
の
疑
い
に
よ
っ
て
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
、
翌

月
下
野
国
で
誅
殺
さ
れ
た
。
し
か
も
子
の
頼
全
も
京
都
で
討
た
れ
た
。
墓
所
は
阿
野
の
館
跡
と
い
う
大
泉

寺
（
沼
津
市
井
出
）。

　

八
男
の
義ぎ

円え
ん

（
久
寿
二
年
∧
1
1
5
5
∨
〜 

治
承
五
年
∧
1
1
8
1
年
∨
）
は
、
幼
名
を
乙
若
丸
。
子
に

愛
智
義
成
。
園
城
寺
で
出
家
し
て
卿
き
ょ
う

公の
き
み

円
成
と
な
り
、
後
白
河
天
皇
皇
子
、
円
恵
法
親
王
の
坊
官
を
務

め
た
。
異
母
兄
の
頼
朝
が
打
倒
平
家
の
兵
を
挙
げ
る
と
、
そ
の
指
揮
下
に
合
流
し
、
父
の
義
朝
か
ら
一
字

を
と
っ
て
義
円
と
改
名
す
る
。
治
承
五
年
（
1
1
8
1
）、
叔
父
源
行
家
が
尾
張
で
挙
兵
す
る
と
、
頼
朝

の
命
に
よ
り
、
援
軍
と
し
て
参
戦
、
墨
俣
川
河
畔
で
平
重
衡
ら
の
軍
と
対
峙
す
る
（
墨
俣
川
の
戦
い
）。
こ

の
時
、
義
円
は
単
騎
敵
陣
に
夜
襲
を
仕
掛
け
よ
う
と
試
み
る
が
失
敗
し
、
平
家
の
家
人
・
高
橋
盛
綱
と
交
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戦
の
末
に
討
ち
取
ら
れ
た
。
享
年
、
二
十
七
才
。

　

遺
児
の
義よ
し

成な
り

は
愛
智
荘
（
現
愛
知
県
愛
知
郡
）
を
領
し
、
愛
智
氏
の
祖
と
な
っ
た
。

　

九
男
の
義
経
は
伝
説
的
な
人
・
・
・

　

幼
名
は
牛
若
丸
。
検
非
違
使
・
左
衛
門
少
尉
・
伊
予
守
。
九
郎
判
官
と
呼
ば
れ
る
。

　

幼
少
時
は
鞍
馬
寺
に
預
け
ら
れ
る
が
、
の
ち
に
抜
け
だ
し
て
奥
州
の
藤
原
秀
衡
の
庇
護
を
受
け
た
。

　

治
承
四
年
（
1
1
8
0
）、
兄
源
頼
朝
の
挙
兵
を
知
る
と
秀
衡
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
参
陣
し
た
。
そ

の
後
、
頼
朝
の
代
官
と
し
て
出
陣
し
、
木
曽
義
仲
討
伐
の
宇
治
川
の
戦
い
、
平
家
討
伐
の
一
ノ
谷
の
戦
い
・

屋
島
の
戦
い
に
勝
利
し
た
。
さ
ら
に
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
つ
い
に
平
家
を
滅
ぼ
し
た
。

　

し
か
し
、
鎌
倉
凱
旋
を
許
さ
れ
ず
、
京
に
戻
っ
た
義
経
は
、
打
倒
頼
朝
の
挙
兵
を
試
み
た
。
し
か
し
兵

が
集
ま
ら
ず
都
落
ち
し
て
、
逃
避
行
の
末
に
藤
原
秀
衡
を
頼
っ
て
奥
州
へ
赴
く
。
秀
衡
が
亡
く
な
る
と
そ

の
子
藤
原
泰
衡
が
頼
朝
の
要
求
に
屈
し
、
泰
衡
の
手
勢
に
攻
撃
さ
れ
た
義
経
は
自
害
し
た
。

　

武
士
の
台
頭
と
平
氏
の
政
権

　

十
世
紀
に
な
っ
て
地
方
の
政
治
が
乱
れ
、
各
地
で
成
長
し
た
豪
族
や
荘
官
は
、
他
の
豪
族
や
受
領
か
ら

自
ら
を
守
る
た
め
に
武
装
し
、
互
い
に
争
っ
て
勢
力
を
拡
大
し
た
。
農
民
か
ら
武
士
が
発
生
し
、
家い
え

子の
こ

と

呼
ば
れ
る
一
族
や
、
郎ろ
う

等と
う

と
い
わ
れ
た
従
者
を
従
え
、
武
士
団
を
結
成
し
た
。

　

特
に
武
蔵
の
国
で
は
良
馬
を
産
し
た
の
で
、武
士
の
成
長
は
目
覚
ま
し
か
っ
た
。
十
一
世
紀
に
な
る
と
、

地
方
に
下
っ
て
土
着
し
た
貴
族
た
ち
を
棟
梁
と
す
る
大
武
士
団
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
有
力
な
桓
武

平
氏
と
清
和
源
氏
と
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

十
一
世
紀
後
半
の
こ
と
に
な
る
。
東
北
地
方
で
起
こ
っ
た
前
九
年
の
役
（1051

〜62

）、
後
三
年
の

役
（1083

〜87

）
を
鎮
圧
し
た
源
氏
の
棟
梁
、
源
義
家
は
、
東
国
の
武
士
の
信
望
を
高
め
て
勢
力
を
伸

ば
し
た
。

　
身
辺
を
守
る
た
め
に
・
・
・

　

十
一
世
紀
の
終
わ
り
、
と
き
の
白
河
天
皇
は
、
摂
関
家
を
抑
え
て
親
政
を
行
っ
た
の
ち
、
位
を
譲
っ
て
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上
皇
と
な
っ
て
か
ら
も
政
治
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。
上
皇
の
御
所
を
院
と
い
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
政
治

は
院
政
と
呼
ば
れ
る
。
上
皇
は
源
氏
と
平
氏
の
武
士
団
に
身
辺
の
警
護
に
当
た
ら
せ
た
。

　

院
政
の
も
と
で
成
長
し
た
武
士
は
、
東
国
で
源
氏
が
、
ま
た
西
国
で
は
平
氏
が
勢
い
を
得
て
、
上
皇
と

天
皇
と
の
政
治
の
実
権
争
い
が
起
こ
る
と
、
源
氏
と
平
氏
は
そ
の
争
い
に
動
員
さ
れ
て
戦
っ
た
。
保
元
の

乱
で
あ
る
。

　
保
元
の
乱
は
・
・
・

　

保ほ
う

元げ
ん

元
年
（
１
１
５
６
）、
摂
関
家
の
内
紛
と
、
皇
位
継
承
問
題
が
結
び
付
い
て
起
っ
た
戦
乱
で
あ
る
。

藤
原
忠た
だ

通み
ち

（
兄
）
と
頼よ
り

長な
が

（
弟
）
と
の
勢
力
争
い
は
、
鳥
羽
法
皇
の
死
後
、
天
皇
方
の
藤
原
忠
通
は
後
白

河
天
皇
に
与
し
、
一
方
、
頼
長
は
崇
徳
上
皇
方
と
結
ん
で
争
っ
た
。
ど
ち
ら
も
源
氏
・
平
氏
の
武
士
を
集

め
、
京
都
市
内
で
戦
っ
た
の
で
あ
る
。

　

後
白
河
天
皇
方
の
平
清
盛
と
源
義
朝
ら
の
夜
討
ち
に
よ
っ
て
、
崇
徳
上
皇
方
は
敗
北
し
た
が
、
こ
の
と

き
源
為
義
、
義
朝
父
子
は
、
両
陣
営
に
分
か
れ
て
争
っ
た
の
で
、
敗
者
と
な
っ
た
父
、
為
義
は
、
義
朝
の

元
に
出
頭
す
る
。

　

父
の
助
命
を
訴
え
た
が
、義
朝
の
願
い
は
却
下
さ
れ
、義
朝
の
手
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
。『
保
元
物
語
』

に
は
、
父
や
幼
い
弟
達
を
斬
る
こ
と
に
な
る
悲
劇
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
て
涙
を
そ
そ
る
。
義
朝
の
弟
の

源
為
朝
は
伊
豆
大
島
へ
流
罪
と
な
り
、
崇
徳
上
皇
は
讃
岐
に
配
流
と
な
っ
た
。
ま
た
藤
原
頼
長
は
、
流
れ

矢
の
傷
が
も
と
で
死
去
し
、
平
清
盛
の
叔
父
に
当
る
平
忠
正
は
捕
ら
わ
れ
て
斬
罪
と
な
っ
た
。

　
平
清
盛
と
源
義
朝
の
進
出

　

夜
襲
に
よ
っ
て
勝
利
を
収
め
た
天
皇
方
の
武
士
た
ち
は
、
そ
の
実
力
を
示
し
、
朝
廷
か
ら
恩
賞
が
与
え

ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、保
元
の
乱
か
ら
三
年
後
の
平
治
元
年
（
１
１
５
９
）
の
十
二
月
、戦
乱
が
勃
発
し
た
。

　

保
元
の
乱
か
ら
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
親
政
と
な
っ
た
が
、
そ
の
下
で
権
勢
を
誇
っ
た
藤
原
通み
ち

憲の
り

（
法
名
は
信
西
）
は
、
後
白
河
天
皇
が
皇
位
を
二
条
天
皇
に
譲
る
と
、
藤
原
信
頼
と
対
立
す
る
。
一
方
、

戦
功
の
薄
い
平
清
盛
の
方
が
高
い
恩
賞
を
受
け
た
た
め
、
義
朝
の
不
満
が
増
大
し
て
、
信
頼
ら
の
反
信
西

派
と
義
朝
が
結
び
つ
い
た
。

　
平
治
の
乱
が
起
る

　

平
清
盛
が
熊
野
詣
で
京
を
留
守
し
て
い
る
間
に
、
藤
原
信
頼
と
源
義
朝
を
中
心
と
し
て
起
こ
さ
れ
た

ク
ー
デ
タ
ー
が
端
緒
と
な
っ
た
。
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信
頼
と
義
朝
は
、
後
白
河
上
皇
と
二
条
天
皇
を
幽
閉
し
、
信
西
邸
を
襲
撃
す
る
。
し
か
し
、
急
ぎ
帰
洛

し
た
清
盛
は
、
二
条
天
皇
を
清
盛
の
六
波
羅
邸
に
移
し
、
信
頼
・
義
朝
追
討
の
宣
旨
を
受
け
た
。
追
い
込

ま
れ
た
義
朝
は
軍
勢
を
率
い
て
六
波
羅
に
攻
め
込
み
、
源
義
平
（
悪
源
太
）
ら
東
国
武
士
が
勇
戦
す
る
が
、

激
し
い
合
戦
の
末
、
数
に
勝
る
平
家
方
が
勝
利
し
た
。

　

こ
の
戦
い
で
平
清
盛
は
、
参
議
正
三
位
に
列
せ
ら
れ
た
。
ま
た
一
族
も
多
く
の
恩
賞
を
受
け
、
こ
こ
に

平
氏
政
権
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
落
ち
武
者
た
ち
は
・
・
・

　

一
方
、
逃
れ
た
藤
原
信
頼
は
、
義
朝
と
と
も
に
東
国
へ
落
ち

よ
う
と
す
る
が
、
義
朝
か
ら
拒
絶
さ
れ
た
。
仁
和
寺
に
い
た
後

白
河
院
に
す
が
り
、
助
命
を
嘆
願
し
た
が
、
朝
廷
は
信
頼
を
謀

反
の
張
本
人
と
し
て
許
さ
ず
、
公
卿
で
あ
り
な
が
ら
六
条
河
原

で
斬
首
さ
れ
た
。
享
年
二
十
七
才
。

　

義
朝
は
逃
亡
先
の
尾
張
で
討
ち
取
ら
れ
た
が
、
義
朝
の
嫡

子
、
源
頼
朝
は
助
命
さ
れ
、
流
罪
と
な
っ
て
伊
豆
に
流
さ
れ
、

『平治物語絵巻』三条殿焼討（ボストン美術館所蔵）

二
十
年
後
の
決
起
・
旗
揚
げ
ま
で
流
人
生
活
を
送
っ
た
。 

ま
た
、

常
磐
御
前
所し
ょ

生せ
い

の
今
若
（
阿
野
全
成
）・
乙
若
（
義
円
）・
牛
若
（
源

義
経
）
の
幼
い
三
兄
弟
も
助
命
さ
れ
て
い
る
。
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『
吾
妻
鏡
』
に
は
・
・
・

　
　
『
吾
妻
鏡
』
を
読
む

　
『
吾
妻
鏡
』
ま
た
は
『
東
鑑
』（
あ
ず
ま
か
が
み
、
あ
づ
ま
か
が
み
）
は
、
鎌
倉
幕
府
の
初
代
将
軍
・
源
頼

朝
か
ら
第
六
代
将
軍
・
宗
尊
親
王
ま
で
の
将
軍
記
と
い
う
構
成
で
、
治
承
四
年
（
１
１
８
０
）
か
ら
文
永

三
年
（
１
２
６
６
）
ま
で
の
事
績
を
編
年
体
で
記
し
た
書
で
、
成
立
時
期
は
鎌
倉
時
代
末
期
の
１
３
０
０

年
頃
、
編
纂
者
は
幕
府
中
枢
の
複
数
の
者
と
見
ら
れ
て
い
る
。
全
52
巻
（
た
だ
し
第
45
巻
欠
）。
編
纂
当

時
の
権
力
者
で
あ
っ
た
北
条
得
宗
家
の
側
か
ら
の
記
述
で
あ
る
こ

と
、
編
纂
当
時
に
残
る
記
録
、
伝
承
な
ど
か
ら
の
編
纂
で
あ
る
が
、

鎌
倉
時
代
の
基
本
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

下
は
、
周
防
国
（
山
口
県
）
の
守
護
大
名
、
大
内
氏
に
仕
え
た

戦
国
武
将
、
右み
ぎ

田た

弘ひ
ろ

詮あ
き

が
書
き
写
し
た
『
吾
妻
鏡
』
の
写
本
、
吉

川
資
料
館
（
山
口
県
岩
国
市
）
所
蔵
で
、
重
要
文
化
財
。

　

{

読
み
下
し}

治
承
四
年(1180)
十
二
月
小
十
二
日
庚か
の
え
と
ら
寅
。
天て
ん
は晴

れ
風か
ぜ
し
ず靜

か
。
亥い
の
こ
く尅

、
前さ
き
の
ぶ
え
い
し
ょ
う
ぐ
ん

武
衛
將
軍
、
新し
ん
ぞ
う造

の
御お
ん
て
い亭

に
御ご

い

し

の

ぎ

移
徙
之
儀

有あ

り
。
景か
げ
よ
し
ぶ
ぎ
ょ
う

義
奉
行
を
爲な

す
。
去さ
ん
ぬ
る
十
じ
ゅ
う
が
つ
こ
と
は
じ
め

月
事
始
有あ

り
。
大お
お
く
ら
ご
う
に

倉
郷
于

營え
い
さ
く
せ
し

作
令
む
也な
り

。
時じ
こ
く尅

、
上か
ず
さ
ご
ん
の
す
け
ひ
ろ
つ
ね
の
た
く
よ

總
權
介
廣
常
之
宅
自
り
新し
ん
て
い亭

に
入
に
ゅ
う
ぎ
ょ御

す
。
御ご
す
い
か
ん

水
干
、
御お
ん
き
ば

騎
馬
〔
石い
さ
は
く
り
げ

禾
栗
毛
〕。
和わ
だ
の
こ
た
ろ
う
よ
し
も
り

田
小
太
郎
義
盛
最さ
い
ぜ
ん前
に

候そ
う
らひ

、
加か
が
み
の

々
美
次じ
ろ
う
な
が
き
と

郎
長
淸
御お
ん
が
さ
ほ
う

駕
左
方
に
候そ
う
らう

。
毛も
ろ
の
か
じ
ゃ
す
え
み
つ

呂
冠
者
季
光
同お
な

じ
く
右み
ぎ

に
在あ

り
。
北ほ
う
じ
ょ
う
ど
の

條
殿
、
同お
な

じ
き
四し
ろ
う
ぬ
し

郎
主
、
足あ
し
か
が
の
か
じ
ゃ
よ
し
か
ね

利
冠
者
義
兼
、

山や
ま
な
の
か
じ
ゃ
よ
し
の
り

名
冠
者
義
範
、
千ち
ば
の
す
け
つ
ね
た
ね

葉
介
常
胤
、
同お
な

じ
き
太た
ろ
う
た
ね
ま
さ

郎
胤
正
、
同お
な

じ
き

六ろ
く
ろ
う
た
ね
よ
り

郎
胤
頼
、
藤と
う
く
ろ
う
も
り
な
が

九
郎
盛
長
、
土と
い
の
じ
ろ
う
さ
ね
ひ
ら

肥
次
郎
實
平
、
岡お
か
ざ
き
の
し
ろ
う
よ
し
ざ
ね

崎
四
郎
義
實
、

工く
ど
う
の
し
ょ
う
じ
か
げ
み
つ

藤
庄
司
景
光
、
宇う
さ
み
の
さ
ぶ
ろ
う
す
け
も
ち

佐
美
三
郎
助
茂
、
土つ
ち
や
の
さ
ぶ
ろ
う
む
ね
と
お

屋
三
郎
宗
遠
、

佐さ
さ
き
の
た
ろ
う
さ
だ
つ
な

々
木
太
郎
定
綱
、
同お
な

じ
き
三さ
ぶ
ろ
う
も
り
つ
な

郎
盛
綱
以い

げ下
供ぐ

ぶ奉
す
。

畠は
た
け
や
ま
の
じ
ろ
う
し
げ
た
だ

山
次
郎
重
忠
最さ
い
ま
つ末
に
候そ
う
らう
。
寢し
ん
で
ん
に

殿
于
入に
ゅ
う
ご
の
の
ち

御
之
後
、
御お
ん
と
も共
の
輩や
か
らは

侍さ
む
ら
い
ど
こ
ろ

所
〔
十じ
う
は
ち
か
け
ん

八
ケ
間
〕
に
參さ
ん

じ
、
二に
ぎ
ょ
う行

に
對た
い
ざ座

す
。
義よ
し
も
り盛

其そ

の
中
ち
ゅ
う
お
う央

　

治
承
四
年
十
二
月
小
十
二
日
庚
寅
。天
晴
風
靜
。

亥
尅
。
前
武
衛
「
將
軍
」
新
造
御
亭
有
御
移
徙
之

儀
。
爲
景
義
奉
行
。
去
十
月
有
事
始
。
令
營
作
于

大
倉
郷
也
。
時
尅
。
自
上
總
權
介
廣
常
之
宅
。
入

御
新
亭
。
御
水
干
。
御
騎
馬
〔
石
禾
栗
毛
。〕
和

田
小
太
郎
義
盛
候
最
前
。
加
々
美
次
郎
長
淸
候
御

駕
左
方
。
毛
呂
冠
者
季
光
在
同
右
。
北
條
殿
。
同

四
郎
主
〔
義
時
〕。
足
利
冠
者
義
兼
。
山
名
冠
者

義
範
。
千
葉
介
常
胤
。
同
太
郎
胤
正
。
同
六
郎
大

夫
胤
頼
。
藤
九
郎
盛
長
。
土
肥
次
郎
實
平
。
岡
崎

四
郎
義
實
。
工
藤
庄
司
景
光
。
宇
佐
美
三
郎
助
茂
。

土
屋
三
郎
宗
遠
。
佐
々
木
太
郎
定
綱
。
同
三
郎
盛

綱
以
下
供
奉
。
畠
山
次
郎
重
忠
候
最
末
。
入
御
于

『吾妻鏡』吉川本
右田弘詮の序文

　

大
倉
御
所
へ
の
引
越
し
・
・
・
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〔
要
約
〕
治
承
四
年
（1180

）
十
二
月
十
二
日
、
天
は
晴
れ
、
風
靜
か
な
午
後
十
時
頃
、
将
軍
頼
朝
が
建

て
た
新
し
い
屋
敷
に
引
越
す
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
。
大
庭
平
太
景
義
が
奉
行
と
な
り
、
去
る
十
月
に
事
始

め
が
あ
っ
て
、
大
倉
郷
に
建
設
し
て
い
た
も
の
で
、
上
総
權
介
廣
常
の
屋
敷
か
ら
、
水
干
（
簡
素
な
装
束
）

の
着
衣
で
、
石い
さ

和わ

栗
毛
の
騎
馬
に
乗
っ
て
新
御
殿
に
入
ら
れ
た
。

　

和
田
太
郎
義
盛
が
先
頭
に
、
加
々
美
次
郎
長
淸
は
将
軍
の
馬
の
左
側
に
従
い
、
毛
呂
冠
者
季
光
が
同
様

に
右
に
在
り
、
北
條
四
郎
時
政
、
同
四
郎
義
時
、
足
利
冠
者
義
兼
、
山
名
冠
者
義
範
、
千
葉
介
常
胤
、
同

寝
殿
之
後
。
御
共
輩
參
侍
所
。〔
十
八
ケ
間
。〕
二

行
對
座
。
義
盛
候
其
中
央
。
着
致
云
々
。
凢
出
仕

之
者
三
百
十
一
人
云
々
。又
御
家
人
等
同
搆
宿
舘
。

自
爾
以
降
。
東
國
皆
見
其
有
道
。
推
而
爲
鎌
倉
主
。

所
素
邊
鄙
。
而
海
人
野
叟
之
外
。
卜
居
之
類
少
之
。

正
當
于
此
時
間
。
閭
巷
直
路
。
村
里
授
号
。
加
之

家
屋
並
甍
。
門
扉
輾
軒
云
々
。」
今
日
。
園
城
寺

爲
平
家
燒
失
。
金
堂
以
下
堂
舎
塔
廟
。
并
大
小
乘

經
巻
。
顯
蜜
聖
教
。
大
畧
以
化
灰
燼
云
々
。

に
候そ
う
ら
ひ
着ち
ゃ
く
と
う到
す
と
云う
ん
ぬ
ん々

。
凡お
よ

そ
出し
ゅ
っ
し
の
も
の

仕
之
者
三さ
ん
び
ゃ
く
じ
う
い
ち
に
ん

百
十
一
人
と
云う
ん
ぬ
ん々

。

又ま
た

、
御ご
け
に
ん
ら

家
人
等
同お
な

じ
く
宿し
ゅ
く
か
ん舘を
搆か
ま

へ
る
。
尓じ

し
自よ

り
以い
こ
う降
、
東と
う
ご
く
み
な

國
皆

其そ

の
有ゆ
う
ど
う道

を
見み

、
推お

し
而て

鎌か
ま
く
ら倉

の
主ぬ
し

と
爲な

す
。
所と
こ
ろは

素も
と

よ
り
邊へ
ん
ぴ鄙

に

し
而て

、
海か
い
じ
ん
や
そ
う
の
ほ
か

人
野
叟
之
外
、
卜ぼ
っ
き
ょ
の
た
ぐ
い

居
之
類
之こ
れ
す
く少
な
く
、
正ま
さ

に
此こ
の
と
き
に
あ
た

時
于
當
る

の
間か
ん

、
閭り
ょ
こ
う
み
ち

巷
路
を
直
し
、
村そ
ん
り里

に
号ご
う

を
授さ
ず

け
、
加
こ
れ
に
く
わ
え

之
、
家か
お
く
い
ら
か

屋
甍
を
並な
ら

べ
、
門も
ん
ぴ扉
軒の
き

を
輾き
し

む
と
云う
ん
ぬ
ん々

。

今き
ょ
う日

、
園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
平へ
い
け家

の
爲た
め

燒し
ょ
う
し
つ

失
す
。
金こ
ん
ど
う堂

以い

げ下
堂ど
う
し
ゃ舎

、
塔
と
う
び
ょ
う廟

并な
ら

び
に

大だ
い
し
ょ
う
じ
ょ
う

小
乘
の
經き
ょ
う
か
ん巻、

顯け
ん
み
つ密

の
聖せ
い
き
ょ
う教、

大
た
い
り
ゃ
く畧

以も
っ

て
灰か
い
じ
ん燼

に
化か

す
と
云う
ん
ぬ
ん々

。

太
郎
胤
正
、
同
六
郎
胤
頼
、
藤
九
郎
盛
長
、
土
肥
次
郎
實
平
、
岡
崎
四
郎
義
實
、
工
藤
庄
司
景
光
、
宇
佐

美
三
郎
助
茂
、
土
屋
三
郎
宗
遠
、
佐
々
木
太
郎
定
綱
、
同
三
郎
盛
綱
等
が
お
供
と
し
て
続
く
。
畠
山
次
郎

重
忠
は
最
後
に
従
い
、寝
殿
に
入
ら
れ
た
後
、お
供
の
人
達
は
侍
所
「
十
八
間
」
で
、二
列
に
向
か
い
合
っ

て
座
っ
た
。
和
田
太
郎
義
盛
は
中
央
に
座
り
、着
致
状
を
記
し
た
。
出
仕
し
た
者
は
凡
そ
三
百
十
一
人
だ
っ

た
。

　

又
、
御
家
人
達
も
同
様
に
宿
や
館
を
構
え
、
こ
れ
か
ら
後
は
、
関
東
の
武
士
達
は
頼
朝
の
力
を
理
解
し

て
、
一
致
し
て
鎌
倉
の
主
人
と
認
め
ま
し
た
。
鎌
倉
は
、
元
々
辺
鄙
な
所
で
、
漁
師
と
百
姓
以
外
は
住
む

人
が
少
な
か
っ
た
の
だ
が
、
街
中
の
道
が
整
備
さ
れ
て
、
郊
外
の
村
や
里
に
も
名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
で
、

家
屋
が
屋
根
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
日
、
園
城
寺
が
平
家
の
為
に
焼
か
れ
た
。
金
堂
や
建
物
・
堂
塔
も
大
乗
・
小
乗
の
お
経
も
密
教
の
道

具
類
も
、
殆
ん
ど
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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文
治
五
年(1189)

十
二
月
大
九
日
甲
午
。
此か
く
の
か
ん間

。

御み
ん
ま
や厩
〔
十じ
う
ご
か
け
ん

五
箇
間
〕
を
建た
て
ら
る被
る
。
奥お
う
し
ゅ
う州
の
駒こ
ま

の
中う
ち

、
上じ
ょ
う
め馬
三さ
ん
じ
っ
ぴ
き

十
疋

を
撰え
ら
ば
れ被

、
始は
じ

め
て
之こ
れ

を
立た
て
お
か
れ

置
被
る
。
景か
げ
と
き
べ
っ
と
う

時
別
當
を
爲な

す
可べ

し
之の
よ
し由

、

之こ
れ

を
奉
た
て
ま
つる
と
云う
ん
ぬ
ん々

。
今き
ょ
う日
永よ
う
ふ
く
じ

福
寺
事こ
と
は
じ
め
な
り

始
也
。
奥お
う
し
ゅ
う州
に
於を
い

て
、
泰や
す
ひ
ら衡

管か
ん
り
ょ
う
の
し
ょ
う
じ
ゃ

領
之
精
舎
を
覽み
せ
し令

め
、
當と
う
じ寺

花か
こ
う
の

搆
之
懇こ
ん
ぷ府

を
企く
は
だて

被ら
れ

る
。
且か
つ
うは

數す
う
ま
ん
の
お
ん
り
ょ
う

万
之
怨
靈
を
宥な
だ

め
、
且か
つ
うは

三さ
ん
う
の

有
之
苦く

が果
を
救す
く

は
ん
爲た
め
な
り也

。 

抑そ
も
そ
も、

彼か

の
梵ぼ
ん
か
く
ら

閣
等
宇の
き

を
並な
ら

ぶ
る
之の

中な
か

に
二に
か
い
だ
い
ど
う
あ

階
大
堂
有
り
〔
大だ
い
ち
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

長
壽
院
と
号ご
う

す
〕
專も
っ
ぱら
之こ
れ

を
摸も
さ
れ被
る
に
依よ
っ

て
別べ
つ

し
て
二に
か
い
ど
う

階
堂
と
号ご
う

す
る
歟か

。
梢
し
ょ
う
う
ん雲

挿そ
う
て
ん
の

天
之
碧へ
き
ら
く落

を
極き
は

め
、
中ち
う
た
ん
の

丹
之
謝し
ゃ
よ從

り
起お
こ

り
。
掲け
い
き
ん金

荊け
い
ぎ
ょ
く
の

玉
之
紺こ
ん
で
ん殿

を

餝か
ざ

り
、
剩
あ
ま
つ
さへ

後こ
う
そ
の
ず

素
之
圖
を
加く
は

う
。
其そ

の
濫ら
ん
し
ょ
う觴の

謂い
は

れ
、
由ゆ
い
し
ょ
な

緒
無
き
に

非あ
ら
ずと

云う
ん
ぬ
ん々

。

　

文
治
五
年
十
二
月
大
九
日
甲
午
。
此
間
。
被
建

御
厩
。〔
十
五
箇
間
。〕
奥
州
駒
中
被
撰
上
馬
三
十

疋
。
始
被
立
置
之
。
景
時
可
爲
別
當
之
由
奉
之

云
々
。」
今
日
永
福
寺
事
始
也
。
於
奥
州
。
令
覽

泰
衡
管
領
之
精
舎
。
被
企
當
寺
花
搆
之
懇
府
。
且

宥
數
万
之
怨
靈
。
且
爲
救
三
有
之
苦
果
也
。
抑
彼

梵
閣
等
。
並
宇
之
中
。
有
二
階
大
堂
。〔
号
大
長

壽
院
。〕
專
依
被
摸
之
。
別
号
二
階
堂
歟
。
梢
雲

挿
天
之
極
碧
落
。
起
從
中
丹
之
謝
。
揚
金
荊
玉
之

餝
紺
殿
。
剩
加
後
素
之
圖
。
謂
其
濫
觴
。
非
無
由

緒
云
々
。

〔
要
約
〕
文
治
五
年(1189)

十
二
月
九
日
甲
午
。
こ
の
間
、
厩
〔
十
五
間
〕
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
奥
州

平
泉
か
ら
連
れ
て
き
た
馬
の
う
ち
で
も
、
上
等
の
馬
三
十
頭
を
選
ば
れ
て
、
初
め
て
奥
州
馬
専
用
の
厩
を

建
て
ら
れ
た
の
で
す
。
梶
原
平
三
景
時
が
担
当
し
て
指
揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
が
、
永
福
寺
の
建
立
を
決
め
た
日
に
な
り
ま
す
。
奥
州
平
泉
で
、
泰
衡
が
管
理
し
て
い
る
寺
院
を
ご

覧
に
な
っ
て
、
こ
の
寺
の
建
立
を
思
い
立
っ
た
の
で
す
。
一
つ
は
、
今
ま
で
の
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
数
万

の
怨
霊
を
な
だ
め
、
又
、
欲
有
・
色
有
・
無
色
有
の
三
界
に
惑
う
苦
悩
を
救
う
た
め
の
供
養
な
の
で
す
。

実
は
平
泉
の
寺
院
群
の
中
に
、
二
階
建
て
の
大
き
な
お
堂
〔
大
長
寿
院
と
云
う
〕
が
あ
り
、
こ
れ
を
模
し

た
の
で
、
二
階
堂
と
云
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
屋
根
の
梢
が
雲
ま
で
届
く
ほ
ど
遥
か
に
聳
え

て
い
る
大
き
な
建
物
で
、
心
底
か
ら
感
謝
の
念
を
起
こ
す
で
し
ょ
う
。
金
銀
宝
石
で
飾
り
立
て
、
そ
の
上
、

絵
画
を
書
き
加
え
る
の
で
す
。
こ
と
の
起
こ
り
は
、
こ
う
い
う
訳
な
の
で
す
。

　

永
福
寺
の
建
立
建
立
を
決
め
る
・
・
・
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建
久
二
年(1191)

二
月
小
十
五
日
甲
午
。
風か
ぜ
は
げ烈
し
。 

鶴つ
る
が
お
か
わ
か
み
や

岳
若
宮
の
臨り
ん
じ
さ
い

時
祭
。
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
已い

か下
例れ
い

の
如ご
と

し
。
今き
ょ
う日
、
經き
ょ
う
く
よ
う

供
養

〔
法ほ
っ
け華
三さ
ん
ぶ部
〕
を
始し
ぎ
ょ
う行
被せ
ら

る
。
導ど
う
し師
は
安あ
ん
ら
く
ぼ
う
ち
ょ
う
け
い

樂
房
重
慶
〔
當と
う
ぐ
う宮
供ぐ
そ
う僧
の

一い
ち

の
和お
し
ょ
う尚
〕。
御お
ん
ふ
せ

布
施
は
導ど
う
し師
に
裹つ
つ
み
も
の
に

物
二
。
安あ
わ
の
ほ
う
が
ん
だ
い

房
判
官
代
之こ
れ

を
取と

る
。
請し
ょ
う
そ
う僧は

口く
べ
つ別

に
帖ち
ょ
う
け
ん
に
ひ
き

絹
二
疋
と
云う
ん
ぬ
ん々

。
晩ば
ん

に
及お
よ

び
幕ば
っ
か下

大お
お
く
ら
や
ま
へ
ん

倉
山
邊

を
歴れ
き
ら
ん覽

し
給た
ま

ふ
。
精
し
ょ
う
じ
ゃ
こ
ん
り
ゅ
う

舎
建
立
の
爲た
め

、
其そ

の
靈れ
い
ち地

を
得え

給た
ま

は
ん
が
之の

故ゆ
え

也な
り

。
是こ
れ

、
去お
と
と
し

々
年
奥お
う
し
ゅ
う
州
を
征せ
い

し
給た
ま

ふ
之の
と
き時
、
合か
っ
せ
ん戰
無む

い為
之の

後の
ち

は
、

鎌か
ま
く
ら
ち
う

倉
中
に
伽が
ら
ん藍

を
草そ
う
そ
う
す
べ

創
可
し
之の
よ
し由

、
御ご
り
ゅ
う
が
ん
あ

立
願
有
り
。
而し
か

る
に
彼か

の
年と
し

は
暮
く
れ
を
は
ん
ぬ
訖
。 

去き
ょ
ね
ん年
奥お
う
し
ゅ
う州
騒そ
う
ど
う動
し
、
國こ
く
ど土
飢き
き
ん饉
并な
ら

び
に
御ご
じ
ょ
う
ら
く
ら

上
洛
等
計け
い
か
い會

す
。
之こ
れ

に
依よ
つ

て
營え
い
さ
く作

無な

し
。
今い
ま

に
於を
い

て
者は
ぐ
ん郡

、
國
く
に
こ
と
ご
と

悉
く
靜せ
い
ひ
つ謐

す
。

民み
ん
し
ょ庶
皆み
な

豊ほ
う
じ
ん
の
か
ん

稔
之
間
、
漸よ
う
やく
其そ

の
沙さ

た汰
有あ

り
。
善ぜ
ん
し
ん信
、
行ゆ
き
ま
さ政
、
俊と
し
か
ね
ら

兼
等

之こ
れ

を
奉ぶ
ぎ
ょ
う行

可す
べ

し
と
云う
ん
ぬ
ん々

。

　

建
久
二
年
二
月
小
十
五
日
甲
午
。
風
烈
。
鶴
岳

若
宮
臨
時
祭
。
流
鏑
馬
已
下
如
例
。
今
日
被
始
行

經
供
養
。〔
法
華
三
部
〕
導
師
安
樂
房
重
慶
。〔
當

宮
供
僧
一
和
尚
〕
御
布
施
導
師
裹
物
二
。
安
房
判

官
代
取
之
。
請
僧
口
別
帖
絹
二
疋
云
々
。
及
晩
幕

下
歴
覽
大
倉
山
邊
給
。
爲
建
立
精
舎
。
得
其
靈
地

給
之
故
也
。
是
去
々
年
征
奥
州
給
之
時
。
合
戰
無

為
之
後
。
鎌
倉
中
可
草
創
伽
藍
之
由
。
有
御
立
願
。

而
彼
年
暮
訖
。
去
年
奥
州
騒
動
。
國
土
飢
饉
并
御

上
洛
等
計
會
。
依
之
無
營
作
。
於
今
者
郡
國
悉
靜

謐
。
民
庶
皆
豊
稔
之
間
。
漸
有
其
沙
汰
。
善
信
。

行
政
。
俊
兼
等
可
奉
行
之
云
々
。

〔
要
約
〕
建
久
二
年(1191)

二
月
十
五
日
は
風
が
強
く
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
臨
時
の
お
祭
り
だ
っ
た
。
流
鏑

馬
な
ど
の
奉
納
は
何
時
も
の
通
り
で
、
今
日
は
（
涅
槃
会
か
）
は
お
経
を
上
げ
る
日
な
の
で
、
法
華
經
三

部
の
読
経
が
始
ま
っ
た
。
指
導
僧
は
安
楽
坊
重
慶
（
当
八
幡
宮
の
一
番
上
の
和
尚
さ
ん
）
で
、
お
布
施
は
風

呂
敷
包
み
二
つ
、
安
房
判
官
代
が
手
渡
し
た
。
お
供
の
坊
さ
ん
達
に
は
、
一
人
あ
て
帖
つ
む
ぎ

絹
二
匹
（
四
反
）。

夜
に
な
っ
て
、
将
軍
は
大
倉
山
の
辺
り
を
見
て
歩
か
れ
た
。
新
し
い
お
寺
を
建
て
る
た
め
に
、
霊
験
新
た

か
な
場
所
を
見
付
け
る
た
め
と
の
こ
と
で
す
。

一
昨
年
奥
州
を
征
服
し
た
と
き
、
戦
い
が
終
っ
た
ら
、
鎌
倉
に
お
寺
を
創
建
し
よ
う
と
願
を
か
け
た
か
ら

だ
が
、
一
昨
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
、
そ
し
て
去
年
は
、
奥
州
で
騒
動
が
勃
発
（
大

河
次
郎
兼
任
の
乱
か
）
し
、
飢
饉
で
農
作
物
が
不
足
し
、
ま
た
上
洛
さ
れ
た
り
、
建
設
の
閑
が
無
か
っ
た

の
で
す
。
今
よ
う
や
く
国
も
静
か
に
落
ち
着
き
、
豊
年
で
人
々
の
余
裕
が
出
来
た
の
で
、
や
っ
と
こ
れ
を

実
行
す
る
こ
と
を
決
め
ら
れ
、
三
善
善
信
、
藤
原
行
政
、
筑
後
權
守
俊
兼
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

　
鶴
岡
八
幡
宮
の
お
祭
り
の
日
に
・
・
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{

読
み
下
し}

建
久
二
年(1191)

三
月
小
四
日
壬
子
。
陰
。
南な
ん
ぷ
う
は
げ

風
烈

し
。
丑う
し
の
こ
く尅
、
小こ
ま
ち
お
お
じ
へ
ん

町
大
路
邊
か
ら
失し
っ
か火
す
。
江え
ま
ど
の

間
殿
、
相さ
が
み
の
か
み

摸
守
、

村む
ら
か
み
ほ
う
が
ん
だ
い

上
判
官
代
、
比ひ
き
う
え
も
ん
の
じ
ょ
う

企
右
衛
門
尉
、
同お
な

じ
く
藤と
う
な
い内

、
佐さ
さ
き
の
さ
ぶ
ろ
う

々
木
三
郎
、

昌し
ょ
う
か
ん
ほ
っ
き
ょ
う

寛
法
橋
、
仁に
た
ん
の
し
ろ
う

田
四
郎
、
工く
ど
う
の
こ
じ
ろ
う

藤
小
次
郎
、
佐さ
ぬ
き
の
し
ろ
う

貫
四
郎
巳い

か下
の

人じ
ん
お
く
す
う
じ
ゅ
う
う

屋
數
十
宇
燒し
ょ
う
ぼ
う

亡
す
。
餘よ
え
ん炎

飛と

ぶ
が
如ご
と

く
し
而て

、
鶴つ
る
が
お
か
の
ば
ば
も
と
の

岳
馬
場
本
之

塔と
う
ば婆
于に

移う
つ

る
。
此こ

の
間か
ん

、
幕ば
く
ふ府
同お
な

じ
く
災
わ
ざ
わ
いす
。
則す
な
はち
亦ま
た

、
若わ
か
み
や
し
ん
で
ん

宮
神
殿 

廻か
い
ろ
う
き
ょ
う
じ
ょ
ら

廊
經
所
等 

悉こ
と
ご
とく

以も
っ

て
灰か
い
じ
ん燼

と
化か

す
。
供ぐ
そ
う僧

の
宿し
ゅ
く
ぼ
う
ら

坊
等
少し
ょ
う
し
ょ
う々

同お
な

じ
く
此こ

の
災
わ
ざ
わ
いを

遁の
が

れ
不ず

と
云う
ん
ぬ
ん々

。
凡お
よ

そ
邦く
に
ふ
さ
の
こ
と
ば

房
之
言
、
掌
た
な
ご
こ
ろを

指さ

す
が

如ご
と

き
歟か

。
寅
と
ら
の
こ
く尅
藤と
う
く
ろ
う

九
郎
盛も
り
な
が長
の
甘あ
ま
な
わ
た
く

繩
宅
に
入に
ゅ
う
ご御
す
。
炎え
ん
じ
ょ
う上の
事こ
と

に
依よ
っ

て
也な
り

。

　

建
久
二
年
三
月
小
四
日
壬
子
。
陰
。
南
風
烈
。

丑
剋
小
町
大
路
邊
失
火
。
江
間
殿
。
相
摸
守
。
村

上
判
官
代
。
比
企
右
衛
門
尉
。
同
藤
内
。
佐
々
木

三
郎
。
昌
寛
法
橋
。
新
田
四
郎
。
工
藤
小
次
郎
。

佐
貫
四
郎
已
下
人
屋
數
十
宇
燒
亡
。
餘
炎
如
飛
而

移
于
鶴
岡
馬
塲
本
之
塔
婆
。
此
間
幕
府
同
災
。
則

亦
若
宮
神
殿
廻
廊
經
所
等
悉
以
化
灰
燼
。
供
僧
宿

房
等
少
々
同
不
遁
此
災
云
々
。
凡
邦
房
之
言
如
指

掌
歟
。
寅
剋
。
入
御
藤
九
郎
盛
長
甘
縄
宅
。
依
炎

上
事
也
。

〔
要
約
〕
語
建
久
二
年(1191)

三
月
四
日
は
曇
り
。
南
風
が
激
し
い
日
で
、
日
付
が
変
わ
っ
て
直
ぐ
、
午

前
二
時
頃
、
小
町
大
路
の
辺
り
か
ら
出
火
し
た
。
江
間
北
条
義
時
殿
、
大
内
相
模
守
惟
義
、
八
田
右
衛
門

尉
知
家
、
比
企
藤
内
朝
宗
、
佐
々
木
三
郎
盛
綱
、
一
品
房
昌
寛
法
橋
、
新
田
四
郎
忠
常
、
工
藤
小
次
郎
行

光
、
佐
貫
四
郎
廣
綱
の
家
を
始
め
、
民
家
数
十
軒
が
焼
失
し
た
。
し
か
も
火
の
粉
が
飛
ん
で
、
鶴
岡
八
幡

宮
の
流
鏑
馬
馬
場
の
塔
に
燃
え
移
り
、
こ
の
火
事
で
幕
府
に
も
引
火
、
若
宮
寝
殿
、
回
廊
な
ど
に
燃
え
移

り
、
す
べ
て
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
八
幡
宮
の
坊
さ
ん
達
の
宿
坊
の
一
部
も
、
同
様
に
こ
の
延
焼
を

逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
昨
晩
の
広
田
次
郎
邦
房
の
言
葉
の
云
う
通
り
で
し
た
。
午
前
四
時
頃
、
将
軍
は
火

事
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
藤
九
郎
盛
長
の
甘
縄
の
家
へ
入
ら
れ
た
。

　
大
倉
御
所
が
灰
燼
と
な
る
・
・
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建
久
三
年
正
月
大
廿
一
日
甲
午
。
渡
御
于
新
造

御
堂
地
。
犯
土
之
間
。
運
土
石
疋
夫
等
之
中
。
有

左
眼
盲
之
男
。
幕
下
覽
恠
之
。
彼
者
自
何
國
誰
人

進
哉
之
由
被
尋
仰
。
仍
景
時
雖
相
尋
之
不
分
明
。

被
召
寄
御
前
。
佐
貫
四
郎
大
夫
伺
御
目
。
面
縛
之

處
。懷
中
帶
一
尺
餘
打
刀
。殆
如
寒
氷
。又
覽
其
盲
。

以
魚
鱗
而
覆
眼
上
。
弥
知
食
有
害
心
者
之
由
。
被

推
問
之
。
名
謁
申
言
。
上
総
五
郎
兵
衛
尉
也
。
爲

奉
度
幕
下
。
數
日
經
廻
鎌
倉
中
云
々
。
即
下
賜
于

義
盛
。
可
被
召
尋
同
意
輩
之
旨
。
被
仰
含
之
云
々
。

{

読
み
下
し}

建
久
三
年(1192)

正
月
大
廿
一
日
甲
午
。
新し
ん
ぞ
う造
の

御み
ど
う堂
の
地ち

于に

渡と
う
ぎ
ょ御
す
。
犯ぼ
ん
ど
の
か
ん

土
之
間
。
土ど
せ
き石
を
運は
こ

ぶ
疋ひ
っ
ぷ
ら
の
な
か

夫
等
之
中
に
、

左ひ
だ
り
め眼
盲め
く
ら
の
お
と
こ

之
男
有あ

り
。
幕ば
っ
か下
覽み

て
之こ
れ

を
恠あ
や

し
み
。
彼か

の
者も
の

は
何な
に
ご
く
よ

國
自

り
の
誰だ
れ
び
と人
が
進し
ん

ぜ
る
哉や

之の

由よ
し
た
ず尋
ね
仰お
お

せ
被ら
る

る
。
仍よ
つ

て
景か
げ
と
き
こ
れ

時
之
を
相あ
い
た
ず尋

ね
る
と
雖い
へ
ども
不わ
か
ら
ず

分
明
。
御ご
ぜ
ん前
に
召め

し
寄よ

せ
被ら
る

る
。
佐さ
ぬ
き
の
し
ろ
う
だ
い
ぶ

貫
四
郎
大
夫

御お
ん
め目

を
伺う
か
がい

、
面め
ん
ば
く縛

す
る
之の
と
こ
ろ處

、
懷か
い
ち
ゅ
う中に

一い
っ
し
ゃ
く
よ

尺
餘
の
打う
ち
が
た
な刀を

帶お
び

る
。

殆ほ
と

ん
ど
寒か
ん
ぴ
ょ
う氷の

如ご
と

し
。
又ま
た

、
其そ

の
盲め
く
らを

覽み

る
に
、
魚ぎ
ょ
り
ん鱗

を
以も
っ
て而

眼め

の

上う
え

を
覆お
お

ふ
。
弥い
よ
いよ
害が
い
し
ん心
有あ

る
者も
の
の
よ
し

之
由
と
知し

ろ
し
食め

し
、
之こ
れ

を
推す
い
も
ん
さ
る

問
被

る
。
名な

の謁
り
申も
う

し
て
言い

は
く
。
上か
ず
さ
の総

五ご
ろ
う
ひ
ょ
う
え
の

郎
兵
衛
尉じ
ょ
う
な
り

也
。
幕ば
っ
か下

を
度は
か

り

奉た
て
ま
つら
ん
爲た
め

、
數す
う
じ
つ日
鎌か
ま
く
ら
じ
ゅ
う

倉
中
を
經へ
め
ぐ廻
る
と
云う
ん
ぬ
ん々

。
即す
な
はち
義よ
し
も
り
に
く
だ

盛
于
下
し

賜た
ま

は
る
。
同ど
う
い意

の
輩や
か
らを

召め

し
尋た
ず

ね
被ら
る

る
可べ

し
之の
む
ね旨

。
之こ
れ

を
仰お
お

せ
含ふ
く

め

被ら
る

る
と
云う
ん
ぬ
ん々

。

〔
要
約
〕
建
久
三
年(1192)

正
月
二
十
一
日
甲
午
。
将
軍
は
、
新
築
予
定
の
お
堂
の
土
地
へ
行
か
れ
た
。

犯
土
（
つ
ち
、
ぽ
ん
ど
）
の
と
き
は
、
土
木
工
事
な
ど
を
慎
む
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
土
砂
を
運
ぶ

人
夫
の
中
に
、
左
目
が
見
え
な
い
男
が
い
た
。
頼
朝
は
こ
れ
を
見
て
怪
し
く
思
い
、
一
体
あ
の
者
は
何
処

の
国
か
ら
来
た
何
と
言
う
御
家
人
の
提
供
な
の
か
、
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
梶
原
景
時
が
調
べ
る

た
が
、
誰
だ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
御
前
に
呼
び
つ
け
、
佐
貫
四
郎
大
夫
は
頼
朝
の
目
の
合
図
で
、

縛
り
上
げ
て
し
ま
い
ま
っ
た
ら
、
懐
の
中
に
一
尺
（30cm

）
余
り
の
刀
を
隠
し
て
い
た
。
実
に
冷
や
汗

も
の
で
し
た
。
又
、
そ
の
目
を
見
る
と
魚
の
鱗
で
眼
球
を
覆
い
、
目
の
不
自
由
な
振
り
を
し
て
い
た
。
い

よ
い
よ
も
っ
て
怪
し
い
奴
だ
と
知
っ
た
の
で
、
尋
問
し
た
と
こ
ろ
、
名
を
名
乗
る
の
に
は
、
上
総
五
郎
兵

衛
尉
と
い
い
、
頼
朝
を
暗
殺
し
よ
う
と
、
数
日
鎌
倉
中
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
と
い
う
。
直
ぐ
侍
所
の
和
田

義
盛
に
渡
し
、
仲
間
の
名
前
を
尋
問
す
る
よ
う
に
と
、
言
い
つ
け
ら
れ
た
。

　
永
福
寺
の
建
築
建
築
現
場
を
視
察
す
る
と
・
・
・
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建
久
三
年
九
月
大
十
一
日
庚
辰
。
靜
玄
立
堂
前

池
石
。
將
軍
家
自
昨
日
御
逗
留
行
政
宅
。
爲
覽
此

事
也
。
汀
野
埋
石
。
金
沼
汀
野
筋
鵜
會
石
嶋
等
石
。

悉
以
今
日
立
終
之
。
至
沼
石
并
形
石
等
者
一
丈
許

也
。
以
靜
玄
訓
。
畠
山
次
郎
重
忠
一
人
捧
持
之
。

渡
行
池
中
心
立
置
之
。
觀
者
莫
不
感
其
力
云
々
。

{

読
み
下
し}

建
久
三
年(1192)

九
月
大
十
一
日
庚
辰
。
靜
じ
ょ
う
げ
ん
ど
う
ま
え

玄
堂
前

の
池い
け

の
石い
し

を
立た

つ
。
將し
ょ
う
ぐ
ん
け

軍
家
昨き
の
う日
自よ

り
行ゆ
き
ま
さ政
の
宅た
く

に
御ご
と
う
り
ゅ
う

逗
留
。
此こ

の

事こ
と

を
覽み

ん
爲た
め

也な
り

。
汀み
ぎ
わ
の野

の
埋う
め
い
し石

、
金
き
ん
し
ょ
う沼

汀み
ぎ
わ
の
す
じ

野
筋
、
鵜う
か
い會

石い
し
じ
ま
ら

嶋
等
の

石い
し

、
悉
こ
と
ご
とく

以も
つ

て
今き
ょ
う日

之こ
れ

を
立た

て
終お
え

る
。
沼ぬ
ま
い
し石

并な
ら

び
に
形か
た
ち
い
し
ら

石
等
に
至い
た
りて

者は

一い
ち
じ
ょ
う
ば
か

丈
許
り
也な
り

。
靜じ
ょ
う
げ
ん玄の

訓お
し

へ
を
以も
つ

て
、 

畠は
た
け
や
ま
の
じ
ろ
う
し
げ
た
だ

山
次
郎
重
忠
一ひ
と
り人

で

之こ
れ

を
捧さ
さ

げ
持も

ち
、
池い
け

の
中ち
ゅ
う
し
ん心に
渡わ
た

り
行ゆ

き
之こ
れ

を
立た

て
置お

く
。
觀み
る
も
の者
其そ

の
力ち
か
らを
感か
ん
ぜ
ず不
は
莫な

し
と
云う
ん
ぬ
ん々

。

〔
要
約
〕
建
久
三
年(1192)

九
月
十
一
日
庚
辰
。
京
都
か
ら
か
ら
呼
ば
れ
た
庭
師
の
静
玄
が
、
二
階
堂
の

前
の
池
に
石
を
立
て
る
。
将
軍
は
、
こ
の
作
業
を
見
る
た
め
、
昨
日
か
ら
主
計
允
藤
原
行
政
の
屋
敷
に
お

泊
り
に
な
っ
た
。
汀
に
埋
め
並
べ
る
石
、
金
沼
の
汀
を
た
ど
る
よ
う
に
並
ん
だ
筋
石
、
鵜
が
留
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
島
形
の
石
な
ど
、
全
て
今
日
中
に
立
て
終
え
た
。
沼
石
や
形
石
に
至
っ
て
は
、
一
丈(3m

)

ほ

ど
も
あ
っ
た
。
静
玄
の
指
図
通
り
に
、
畠
山
次
郎
重
忠
が
一
人
で
抱
え
持
っ
て
、
池
の
真
ん
中
ま
で
運
び
、

こ
れ
を
立
て
て
置
い
た
の
で
、
見
て
い
る
人
達
で
、
そ
の
力
持
ち
に
感
心
し
な
い
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
二
階
堂
の
前
の
池
に
石
を
立
て
る
・
・
・

　
永
福
寺
つ
い
に
完
成
す
る

建
久
三
年
十
一
月
小
廿
日
己
丑
。
永
福
寺
營
作
已

終
其
功
。
雲
軒
月
殿
。
絶
妙
無
比
類
。
誠
是
西
土

九
品
莊
巖
。
遷
東
關
二
階
梵
宇
者
歟
。
今
日
御
臺

所
有
御
參
云
々
。

{

読
み
下
し}

建
久
三
年(1192)
十
一
月
小
廿
日
己
丑
。
永え
い
ふ
く
じ

福
寺
の

營え
い
さ
く作

已す
で

に
其そ

の
功こ
う

を
終お
え

る
。
雲う
ん
け
ん
げ
つ
で
ん

軒
月
殿
、
絶
ぜ
つ
み
ょ
う妙

比ひ
る
い類

無な

し
。
誠ま
こ
とに

是こ
れ

、
西さ
い
ど
く
ほ
ん

土
九
品
の
莊そ
う
ご
ん巖
。
東と
う
か
ん關
二に
か
い階
の
梵ぼ
ん
う宇
に
遷せ
ん

す
者も
の
か歟
。
今き
ょ
う日
、

御み
だ
い
ど
こ
ろ

臺
所
、
御ぎ
ょ
さ
ん參

有あ

り
と
云う
ん
ぬ
ん々

。

〔
要
約
〕
建
久
三
年(1192)

十
一
月
二
十
日
己
丑
。
永
福
寺
の
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。
雲
に
届
く
よ
う

な
軒
も
、
月
の
様
に
輝
く
建
物
の
素
晴
ら
し
さ
は
比
べ
る
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。
西
国
浄
土
の
阿
弥
陀
の
九

品
の
荘
厳
さ
が
、
ま
さ
に
こ
の
、
関
東
の
地
に
立
つ
、
二
階
建
て
に
移
っ
て
来
た
よ
う
で
す
。
今
日
、
御

台
所
政
子
様
も
見
物
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
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吾妻鏡（北条本）巻十四
北条氏が所蔵していた写本とされ、、江戸城内の紅葉山
文庫に収蔵され、現在は国立公文書館蔵で重要文化財

吾妻鏡（北条本）巻十二
建久三年 (1192) 十一月廿日　永福寺ついに完成
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新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は
、中
華
人
民
共
和
国
の
西
端
に
あ
る
。
民
族
自
治
区
と
し
て
、

伝
統
的
な
古
い
暮
し
振
り
が
い
ま
も
残
さ
れ
、
ツ
ー
リ
ス
ト
に
と
っ
て
魅
力
に
溢
れ
た

地
域
で
あ
る
。

西 

域 

紀 

行　
そ
の
三	

深
瀬 

克

１
．
砂
漠
の
洪
水

　

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
に

「
大
洪
水
」
が
起
き
る
な
ん

て
、
夢
想
だ
に
し
た
こ
と

が
無
か
っ
た
。
降
水
量
が

極
端
に
少
な
い
の
に
、
何

と
年
に
数
回
「
大
洪
水
」

が
起
き
る
の
は
事
実
の
よ

う
だ
。
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂

漠
に
は
雨
が
降
ら
な
い
が
、

天
山
山
脈
に
は
雨
も
雪
も

降
る
。
天
山
山
脈
は
「
は

げ
山
」
で
樹
木
が
ほ
と
ん

ど
無
い
。
こ
の
た
め
降
っ

た
雨
は
岩
山
の
表
面
を
滑

り
落
ち
、
し
み
込
む
こ
と

無
し
に
一
気
に
麓
に
流
れ

下
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ

の
洪
水
は
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

砂
漠
に
向
か
っ
て
押
し
寄

せ
る
の
だ
。
そ
の
流
れ
を

せ
き
止
め
る
よ
う
に
自
動

車
道
路
が
建
設
さ
れ
て
い

天山山脈は保水力が無い



5152

る
。
こ
の
た
め
、洪
水
で
道
路
が
流
さ
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、数
百
メ
ー

ト
ル
毎
に
道
路
の
下
を
横
切
る
水
路
を
作
っ
て
あ
る
。
こ
の
水
路
に
向
か
っ

て
洪
水
を
誘
導
す
る
た
め
に
扇
形
の
土
手
を
つ
く
っ
て
あ
る
（
下
の
写
真
参

照
）
の
だ
が
、
こ
れ
を
車
窓
か
ら
見
た
時
、
何
の
た
め
に
作
っ
た
の
か
、
理

解
で
き
な
か
っ
た
。
大
自
然
は
、
表
面
的
な
論
理
や
常
識
を
は
る
か
に
超
え

た
も
の
で
あ
っ
た
。（
写
真
の
奥
に
は
天
山
山
脈
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
だ
が
、

残
念
な
が
ら
砂
塵
に
霞
ん
で
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。）

２
．
ハ
ミ
瓜
は
何
処
に

　

ハ
ミ
瓜
の
美
味
し
さ
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
に
し
ば
し
ば
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
旅
行

中
に
是
非
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
ク
チ
ャ
に
着
い

て
瓜
を
見
つ
け「
ハ
ミ
瓜
」か
と
尋
ね
る
と「
ク
チ
ャ
瓜
」

と
の
こ
と
。
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
尋
ね
る
と
「
カ
シ
ュ
ガ
ル

瓜
」
と
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
瓜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
瓜
で
あ
り
、
ハ
ミ
瓜
は
ハ
ミ
（
哈
密
）
地
方
で
と
れ
る
瓜
の
こ
と
だ
っ
た
。

結
局
、
ハ
ミ
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
ハ
ミ
瓜
は
食
べ
な
か
っ
た
が
、
行
く
先
々
で
瓜
を
食
べ
た
。
さ
す

が
乾
燥
地
で
と
れ
た
瓜
は
糖
度
が
高
く
、
色
鮮
や
か
で
香
り
も
あ
り
、
ど
れ
も
美
味
で
あ
っ
た
。

３
．
ト
ル
フ
ァ
ン
の
干
し
ぶ
ど
う

　

ク
チ
ャ
の
バ
ザ
ー
ル
で
干
し
ぶ
ど
う
を
買
お
う
と
す
る
と
、
現
地
ガ

イ
ド
が
『
干
し
ぶ
ど
う
が
一
番
美
味
し
い
の
は
ト
ル
フ
ァ
ン
だ
ヨ
』
と

言
う
。
ト
ル
フ
ァ
ン
は
「
火
州
」
と
も
呼
ば
れ
る
乾
燥
し
た
大
盆
地
で
、

夏
の
最
高
気
温
は
４
６
℃
、
冬
の
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
２
８
℃
に
も

な
る
と
言
う
。
標
高
は
海
抜
マ
イ
ナ
ス
１
５
０
ｍ
も
あ
る
そ
う
で
、
死

海
の
ほ
と
り
の
マ
イ
ナ
ス
４
１
２
ｍ
に
は
及
ば
な
い
が
、
地
球
の
「
え

く
ぼ
」
と
い
っ
た
所
だ
。

　

こ
こ
の
干
し
ぶ
ど
う
作
り
は
天
日
干
し
は
せ
ず
、
日
干
し
煉
瓦
で

造
っ
た
風
通
し
の
良
い
倉
庫
の
中
で
乾
燥
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

手
間
は
掛
か
る
が
美
味
し
い
干
し
ぶ
ど
う
が
で
き
る
の
だ
と
言
う
。
黒

洪水を誘導する扇形の土手

糖度の高い「クチャ瓜」

街道沿いの「瓜売り」干しぶどうは日干し煉瓦で造った倉庫の中で乾燥
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い
干
し
ぶ
ど
う
は
コ
ッ
テ
リ
と
し
た
甘
さ
が
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
、
薄
緑
色
の
干
し
ぶ
ど
う
は

「
緑
の
宝
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
、
適
度
な
酸
っ
ぱ
さ
も
あ
り
大
人
に
お
勧
め
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
試
食
し
て
み
る
と
黒
い
方
は
今
ま
で
食
べ
た
干
し
ぶ
ど
う
で
一
番
と
感
じ
る
ほ
ど
甘
く
ま
ろ
や
か
で

あ
り
、
緑
の
宝
石
は
王
様
が
好
ん
で
食
べ
た
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
上
品
な
甘
酸
っ
ぱ
さ
が
あ
り
ウ
イ

ス
キ
ー
と
相
性
が
良
さ
そ
う
に
感
じ
た
の
で
、
両
方
買
い
求
め
た
。

４
．
不
思
議
発
見
！

　

カ
シ
ュ
ガ
ル
の
雑
貨
屋
の
店
先
で
、
現
地
ガ
イ
ド
が
『
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
？
』
と
写
真
の
も
の
を
見

せ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
「
パ
イ
プ
」
と
か
「
キ
セ
ル
」
と
か
勝
手
な
こ
と
を
言
っ
た
が
全
部
ハ
ズ
レ
。
こ
れ

は
乳
児
に
オ
シ
メ
を
す
る
代
わ
り
に
、
右
側
の
も
の
は
男
の
子
の
オ
チ
ン
チ
ン
に
当
て
、
左
側
は
女
の
子

用
に
使
い
、股
に
挟
ん
で
揺
り
か
ご
に
結
わ
え
付
け
、揺
り
か
ご
の
下
に
お
碗
を
置
い
て
出
て
き
た
オ
シ
ッ

コ
を
受
け
る
の
だ
そ
う
だ
。
写
真
で
は
お
碗
が
見
え
な
い
が
、
赤
ち
ゃ
ん
が

揺
り
か
ご
に
結
わ
え
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
分
る
。
こ
れ
は
「
オ
ム
ツ
か
ぶ

れ
」
に
も
な
り
に
く
そ
う
な
優
れ
物
だ
。
こ
う
言
う
「
不
思
議
発
見
」
が
あ

る
の
で
、
旅
行
は
や
め
ら
れ
な
い
！

	

（2012.9.8

～16

）

「これ何？」

これを付けて揺りかごに寝る赤ちゃん
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
・
・
・

　

地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に

よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL090

（3048

）5502

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ


